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一
　
吉
水
蔵
の
慈
円
著
作
聖
教
研
究
略
史

　

青
蓮
院
門
跡
は
、
初
代
行
玄
大
僧
正
（
一
〇
九
七
―
一
一
五
五
）
の
草
創
に
な
り

三
昧
流
の
本
所
と
し
て
鳥
羽
院
の
帰
依
を
受
け
、
七
宮
覚
快
法
親
王
が
継
承
し
、
宮

門
跡
と
し
て
山
門
に
梶
井
門
跡
と
並
ぶ
権
威
を
得
た
。
第
三
代
と
し
て
摂
関
家
藤
原

忠
通
の
息
道
快
改
め
慈
円
（
一
一
五
五
―
一
二
二
五
）
は
九
条
兼
実
の
同
母
弟
と
し

て
信
頼
篤
く
、
法
流
を
全
玄
や
晴

、
そ
し
て
観
性
か
ら
禀
け
る
と
共
に
建
久
三
年
、

三
十
六
歳
で
天
台
座
主
に
昇
り
、
建
久
七
年
に
退
い
て
以
降
三
度
還
任
し
、
ま
さ
し

く
「
我
立
つ
杣
」
の
主
と
な
っ
た
。
後
鳥
羽
院
の
信
任
を
蒙
り
、
和
歌
の
道
に
お
い

て
も
新
古
今
歌
壇
の
中
心
に
あ
り
、か
つ『
愚
管
抄
』の
名
を
匿
し
た
著
者
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
生
涯
は
叡
山
の
興
隆
に
尽
力
し
な
が
ら
、
同
時
に
青
蓮
院
と
大
壇
越
で
あ

る
九
条
摂
関
家
の
繁
栄
に
心
を
砕
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

青
蓮
院
吉
水
蔵
に
は
、
日
本
天
台
密
教
の
原
典
と
い
う
べ
き
慈
覚
大
師
円
仁
以
来

歴
代
の
名
匠
の
聖
教
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
累
積
す
る
谷
流
の
諸
法
流
聖
教
の
裡
に

は
、
慈
円
の
手
づ
か
ら
写
し
伝
え
た
、
或
い
は
自
ら
著
し
た
多
数
の
聖
教
記
録
等
が

含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
蔵
中
に
多
く
伝
わ
る
平
安
期
の
儀
軌
類
の
う
ち
多
く
に
、

慈
円
が
嗣
法
と
定
め
た
後
鳥
羽
院
七
宮
道
覚
親
王
が
師
よ
り
親
し
く
伝
受
し
た
旨
の

識
語
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
慈
円
そ
の
人
の

自
筆
に
な
る
写
本
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
自
伝
草
案
（
土
台
）
と
言
う
べ
き
『
仏

子
一
期
思
惟
』
断
簡
一
巻
と
晩
年
貞
応
三
年
に
草
し
た
『
聖
徳
太
子
・
十
禅
師
告
文
』

一
巻
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
転
写
本
で
あ
る
が
、
多
賀
宗
隼

に
よ
り
、『
本
尊
縁
起
』
一
帖
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

多
賀
は
、『
慈
円
全
集
』（
一
九
四
五
年
）
を
始
め
と
し
て
、
慈
円
研
究
を
持
続
し
、

そ
の
著
作
に
つ
い
て
も
主
な
編
著
書
毎
に
一
覧
を
掲
げ
、
そ
の
内
容
を
詳
説
す
る
。

そ
れ
ら
に
言
及
さ
れ
た
吉
水
蔵
中
の
聖
教
著
作
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
典
編
纂
所
が

三
崎
良
周
を
中
心
に
解
読
と
校
訂
を
重
ね
て
、『
續
天
台
宗
全
書
』密
教
２
・
３
に『
蘇

悉
地
経
問
答
』
一
巻
、『
秘
経
抄
（
毗
盧
遮
那
別
行
経
抄
）』
一
巻
、『

（
毗

逝
）別　

』
二
冊
、『
法
花
別
帖

』
一
冊
が
収
録
さ
れ
、
更
に
慈
円
口
決
・
慈
賢
聞
書
『
四

帖
秘
決
』
四
帖
が
収
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
慈
円
の
主
な
密
教
著
作
が
一
挙
に
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
正
治
か
ら
建
保
年
間
に
か
け
て
の
慈
円
の
活
動
期
に
お

け
る
口
説
言
談
記
録
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。『

（
毗
逝
）別
上

』末
に
は
、

嘗
て
赤
松
俊
秀
が
紹
介
し
た
建
仁
三
年
の
「
夢
想
記
」
が
含
ま
れ
、
そ
の
宗
教
的
な

思
惟
の
文
脈
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
降
、
慈
円
の
宗
教
著
作
の
紹
介
に
つ
い
て

は
、
三
千
院
円
融
蔵
に
伝
来
す
る
『
六
道
釈
』
一
巻
（
承
久
四
年
）
の
紹
介
の
他
に

大
き
な
進
展
は
な
か
っ
た
。

　

青
蓮
院
吉
水
蔵
は
、
重
要
文
化
財
指
定
事
業
の
一
環
と
し
て
吉
水
蔵
聖
教
調
査
団

（
１
）

（
２
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に
よ
る
目
録
が
作
成
さ
れ
、『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』（
以
下
、同
書
を『
目

録
』
と
称
す
）
と
し
て
詳
細
な
解
説
と
索
引
を
付
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
そ
こ
に
、
中

核
と
な
る
勅
封
の
伝
統
に
よ
り
秘
さ
れ
た
「
二
九
一
箱
」
を
除
い
た
百
十
七
箱
と
木

箱
四
合
の
全
点
の
書
誌
情
報
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
検
ず
れ
ば
、
既
に
全
文
が
翻

印
さ
れ
た
先
の
四
点
以
外
に
も
、
更
に
多
く
の
慈
円
に
よ
る
著
作
な
い
し
伝
受
書
写

さ
れ
た
聖
教
等
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
奥
書
識
語
等
に
よ
っ
て
推
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
の
調
査
団
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
も
参
加
し
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
撮
影
も
担
い
、ほ
ぼ
全
点
に
亘
る
撮
影
が
行
わ
れ
た
。こ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
は
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
設
備
の
制
約
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
記
載
内
容
を
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
で
あ
っ
た
。

近
年
、
史
料
編
纂
所
で
は
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
のH

i-
CA

T

画
像
閲
覧
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
（
阿

部
）
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
吉
水
蔵
聖
教
の
確
認
と
、『
目
録
』
の
記
載
を

手
が
か
り
に
画
像
に
よ
る
解
読
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
後
に
一
覧
表
を
掲
げ
る

慈
円
関
係
聖
教
著
作
の
（
一
部
推
定
を
含
め
た
）
大
量
の
出
現
で
あ
り
、
更
に
は
、

『
目
録
』
の
情
報
だ
け
で
は
検
出
で
き
ず
、
画
像
上
の
読
解
に
よ
っ
て
始
め
て
確
認

さ
れ
た
慈
円
著
作
の
発
見
で
あ
る
。
以
下
、
筆
者
に
よ
る
、
長
期
に
わ
た
る
確
認
・

解
読
作
業
の
成
果
を
整
理
し
て
中
間
的
な
報
告
を
行
い
た
い
。

　

な
お
本
稿
と
関
連
し
て
、
一
覧
表
に
示
し
た
著
作
の
う
ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て

の
検
討
・
解
題
を
主
な
内
容
と
す
る
続
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
本
稿
お
よ
び
稿
末
に

収
録
し
た
「
吉
水
蔵
慈
円
関
係
聖
教
一
覧
」
の
作
成
は
お
も
に
阿
部
が
担
当
し
、
続

稿
の
う
ち
『
法
華
別
帖

』
ほ
か
、
慈
円
の
法
華
法
お
よ
び
そ
の
相
承
に
か
か
わ
る
文

献
に
つ
い
て
の
検
討
は
お
も
に
菊
地
が
担
当
し
た
う
え
で
、
相
互
に
内
容
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
調
査
か
ら
成
稿
ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
、
阿
部
美
香
の
協
力
を
得
た
。

二
　
吉
水
蔵
に
お
け
る
慈
円
聖
教
―
―
真
実
二
合
の
「
御
皮
子
」

　

多
賀
宗
隼
に
よ
る
慈
円
研
究
の
一
環
と
し
て
、
青
蓮
院
に
お
け
る
法
流
聖
教
の
形

成
と
伝
来
に
関
す
る
考
察
「『
二
九
一
箱
』
青
蓮
院
蔵
」
に
は
、「
青
蓮
院
門
流
事
」

（
叡
山
文
庫
南
渓
蔵
）
等
の
資
料
を
挙
げ
て
、
そ
の
来
歴
を
考
証
し
、
そ
の
中
で
、

同
書
に
よ
り
次
の
よ
う
な
慈
円
の
聖
教
に
つ
い
て
の
言
及
を
引
く
。

　
　

�

和
尚（
慈
円
）之
御
抄
二
合
有
之
、名
二リ
真
実
皮
子
一
、真
ノ

皮
子
ハ

一
向
御
自
抄
、

実
ノ

皮
子
ハ

少
々
旧
キ

書
被
レ
加
レ
之
、

　

そ
こ
に
慈
円
の
「
御
抄
」
と
し
て
真
実
二
合
の
「
皮
子
（
皮
籠
）」
に
収
め
た
聖

教
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
多
賀
が
続
け
て
掲
げ
、
ま
た
『
目
録
』
の
山
本

信
吉
の
解
説
に
も
述
べ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
慈
円
が
道
覚
親
王
へ
の
譲
状
を
承
久
乱
後

に
改
め
て
良
快
に
与
え
た
譲
状
の
中
の
、「
当
流
聖
教
事
」
の
「
秘
書
」
末
尾
に
自

ら
の
聖
教
を
加
え
た
一
条
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
余
随
身
皮
子
四
合
」

と
示
し
、
そ
の
下
に
「
常
左
常
右

二
合
真
実
」
と
割
注
で
示
し
、
更
に
そ
の
下
に
「
灌
森

真

」
と
添

え
る
。
お
そ
ら
く
慈
円
が
常
住
に
自
身
の
座
左
右
に
携
え
て
い
た
、
自
抄
や
相
伝
の

重
書
を
収
め
て
い
た
皮
子
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
山
本
の
解
説
で
は
、
更
に
吉

水
蔵
中
に
こ
れ
に
相
当
す
る
「
実
御
皮
子
本
」
お
よ
び
「
真
御
皮
子
」
に
よ
る
写
本

の
存
在
を
紹
介
す
る
。
そ
の
如
く
、
吉
水
蔵
に
は
、
奥
書
識
語
に
「
慈
鎮
（
和
尚
）

御
筆
本
」
と
し
て
傍
に
小
さ
く
「
実
」
と
注
し
、
ま
た
は
「
実
御
皮
子
本
」
と
し
て

「
慈
鎮
御
筆
」
と
注
す
聖
教
が
散
見
し
、
こ
れ
ら
を
聚
め
る
と
次
頁
に
掲
げ
た
「
吉

水
蔵
聖
教
の
慈
円
関
係
聖
教
「
慈
鎮
御
筆
本
」「
実
御
皮
子
本
」
一
覧
」
の
よ
う
に

三
十
三
点
を
数
え
る
。
そ
の
中
に
は
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
四
月
と
六
月
に
、
成

源
が
書
写
し
た
こ
と
を
伝
え
る
識
語
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
僅
か
な
例
外
を
除
け

ば
、
何
れ
も
比
較
的
短
篇
の
諸
尊
法
次
第
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
中
に
特
に
慈
円
が
記

述
を
加
え
た
よ
う
な
文
言
は
見
え
な
い
。

（
８
）

（
９
）

（
10
）
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函
号

外
題

数
量

内
題
・
表
紙
端
題
・
奥
書
識
語
（
丁
数
）

30-

４

炎
魔
天

一
帖

（
内
題
）
炎
广
天
供
法
施
事

「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

畢
」（
８
丁
）

30-

14

阿
闍
梨
御
伝
授
目
録

一
帖

「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

書
了
」（
８
丁
）

30-

17

行
法
私
記

一
帖

「
延
応
二
四
七
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎭

御
筆
書
写
了
、
成
源
」（
４
丁
）

46-

６

胎
蔵

一
帖

「
延
応
二
―
四
月
四
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎭
和
尚

御
筆　

書
写
了
、
成
源
」（
10
丁
）

46-

７

胎
蔵

一
帖

「
延
応
二
―
四
月
四
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎭
和
尚

御
筆　

書
写
了
、
成
源
」（
14
丁
）

46-

８

金
剛

一
帖

「
延
応
二
―
四
月
四
日
、
以
実
御
皮
子
本
／
慈
鎭
御
筆

　
　
　
　

／
書
写
了
、
交
了
、
成
源
」（
４
丁
）

57-

５

曼
陀
羅
供
之
事
古
実
等

可
秘
之

一
帖

「
嘉
禎
三
十
一
廿
八
、
於
飯
室
、
故
僧
正
御
房
御
筆
本
書
了
、
成
源
、
／
実
ノ
御
皮
子
本
云
々

」（
６
丁
）

60-

４

加
行
事

一
冊

「
延
応
二
―
六
月
十
三
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎭

御
筆
書
写
了
」「
交
了
」（
３
丁
）

62-

１

不
動
八
千
枚
焼
作
法

　
　
　
　
　
　

一
帖

「
延
応
二
―
六
月
廿
二
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮

御
筆
書
写
了
、
交
了
」（
７
丁
）

62-

７

護
摩
雙
林
寺

私　
　

一
帖

「
建
保
四
年
八
月
廿
七
日
戌
尅
、
於
龍
口
殿
北
一
対
東
妻
隔
屋
、
挑
燈
燭
書
写
之
了
、
妙
香
院
僧
正
御
房
本
也
、
進
経
」「
同
廿
八
日
夜
朱
点
了
」

「
此
口
決

ハ
実
皮
子
中
正
本
有
之
、
先
師
真
筆
也
、
仍
入
加
書
写
本
者
也
、
故
宮
御
判
也
（
花
押
）
記
」

「
建
長
五
年
三
月
十
三
日
、
於
白
川
房
数
人
書
写
了
、
手
自
校
合
了
、
無
品
尊
助
親
王
」（
33
丁
）

67-

15

七
佛
薬
師
付
一
佛

　
　
　

一
帖

（
端
題
）
結
縁
事　
「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
８
丁
）

69-

６

法
記
等

一
帖

「
延
応
二
―
四
月
七
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮

御
筆
書
写
了
、
成
源
」（
４
丁
）

70-

３

金
輪

一
冊

「
以
実
御
皮
子
本
御
筆

　
　

書
了
」（
４
丁
）

70-

６

光
明
真
言

一
帖

（
端
題
）
光
明
真
言
慈
鎮
和
尚
筆

　
　
　
　
　

「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）

72-

10

法
華
軌

一
冊

（
表
紙
端
書
）
実　
「
慈
鎮
ヽ
ヽ
御
筆
本
実

書
了
」

72-

18

密
説

一
冊

（
包
紙
表
書
）
法
花
供
慈
鎮
御
書
本
写
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　

「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
７
丁
）

75-

５

佛
眼

一
冊

「
以
実
御
皮
子
本
［
御
筆
］

　
　
　
　

書
了
、
交
了
」（
５
丁
）

75-

15

尊
勝

一
冊

（
内
題
）
尊
勝
根
本
印
事

「
以
実
御
皮
子
本
御
筆

　
　

書
了
」（
５
丁
）

76-

５

五
字
文
殊

一
冊

「
延
応
二
年
六
月
廿
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮

御
筆
也
、
書
写
了
」「
交
了
」（
６
丁
）

◎
吉
水
蔵
聖
教
の
慈
円
関
係
聖
教
「
慈
鎮
御
筆
本
」「
実
御
皮
子
本
」
一
覧
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こ
の
「
実
御
皮
子
本
」
の
来
歴
は
、
延
応
よ
り
早
く
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
に

同
じ
く
成
源
が
写
し
た
57-

５
『
曼
陀
羅
供
事
』
の
書
写
識
語
に
、「
於
飯
室
以
故
僧

正
御
房
御
筆
本
」「
実
ノ

御
皮
子
本
云

々
」
と
あ
り
、
道
覚
に
代
わ
り
慈
円
の
遺
跡
を

継
承
し
た
九
条
家
出
身
（
兼
実
息
）
の
妙
香
院
僧
正
良
快
の
許
に
あ
っ
た
「
故
僧
正
」

す
な
わ
ち
慈
円
の
御
筆
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、「
実
御
皮
子
」
は
そ
の
許
に
伝

え
ら
れ
、
慈
円
聖
教
写
本
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
別
表

の
一
覧
で
見
え
る
通
り
「
慈
鎮
御
筆
本
」
を
含
む
「
実
御
皮
子
」
の
本
そ
の
も
の
が

い
か
な
る
来
歴
を
有
し
、
ま
た
慈
円
に
よ
り
い
か
に
写
し
伝
え
ら
れ
た
か
を
伝
え
る

77-
15

普
賢
延
命

一
帖

「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）

79-
７

不
動
七
支
次
第

一
帖

「
延
応
二
―
六
月
廿
六
日
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮

御
筆
書
写
了
」「
交
了
」（
８
丁
）

80-

２

不
動

一
帖

（
内
題
）
不
動
被
見
諸
軌
并
私
記
等
抄
次
第
ヲ　

尋
不
審
取
心
也　
　
　
　
　
　
　

（
本
奥
書
）「
寿
永
二
年
十
二
月
六
日
、
於
無
動
寺
證
明
院
抄
之
了
」

「
延
応
二
―
六
月
廿
二
日
、
以
実
御
皮
子
本
書
了
、
交
了
、
慈
鎮
御
筆
也

　
　
　
　

」

「
密
々
者
、
已
下

ハ
本

ニ
ハ

折
紙

ニ
テ

被
具
タ
リ
、
本
端
三
枚
下
サ
ケ
破
損
、
仍
文
字
少
々
不
見
之
間
、
不
書
之
」（
16
丁
）

80-

３

神
供

一
帖

（
内
題
）
神
供
事　
（
外
題
下
）
覚
大
師
門
人

沙
門
尊
純

「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）

81-

18
（
５
）
（
烏
芻
沙
摩
）

一
冊
（
前
欠
）
「
以
実
御
皮
子
本
御
筆

　
　

書
了
、
交
了
」（
存
３
丁
）

84-

10

毗
沙
門
行
法

一
帖

（
外
題
）
毗
沙
門

「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

書
了
」（
３
丁
）

91-

５

私
師
説
集

　
　
　

一
帖

（
表
紙
付
箋
）
実

「
延
応
二
―
四
月
八
日
、
以
実
御
皮
子
本
書
之
、
本

ハ
三
半
紙
唐
閑
雙
紙
也
／
仰
云

　
　

／
三
昧
阿
闍
梨
手
跡
欤
云
々

　
　

、
又
表
紙
上

ニ
持
明
金
剛
云
々

　
　

」（
４
丁
）

91-

６

諸
尊
集

一
冊

「
延
応
二
―
六
月
十
一
日
、
於
法
雲
房
、
以
実
御
皮
子
本
令
書
写
了
、
同
十
三
日
交
了
、
／
慈
鎮
御
筆
大
峯
御
房
御
筆
相
交
」（
18
丁
）

（
表
紙
中
央
）
金
／
不
／
阿
／
薬
／
愛
／
降
／
毗
／
不
空
／
佛　
（
表
紙
付
箋
）
実

93-

２

大
威
徳
法
等

一
帖

（
内
題
）
愛
染
王　
（
中
）
冥
道
供

（
大
威
徳
末
）「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

書
了
」

（
冥
道
供
末
）「
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮
御
筆

　
　
　
　

書
了
、
成
源
」（
６
丁
）

93-

４

名
目
等
読
様

一
帖

（
表
紙
中
央
）
雑
抄

「
以
慈
鎮
之
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）

93-

５

行
法
之
間
事

一
帖

「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
８
丁
）

104-

４

雑
記

一
帖

「
延
応
二　

六　

十
三
、
以
実
御
皮
子
本
慈
鎮

御
筆
書
写
了
、
交
了
」（
５
丁
）

木
箱
１-

23

鎮
壇

一
帖

（
内
題
）
鎮
壇
事

「
以
慈
鎮
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）

木
箱
２-

21

白
衣

一
帖

「
以
慈
鎮
和
尚
御
筆
本
実

　

書
了
」（
４
丁
）
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情
報
は
殆
ど
な
い
。

　

一
方
、「
真
御
皮
子
」
の
本
を
書
写
し
た
と
伝
え
る
識
語
を
有
す
る
聖
教
は
僅
か

二
点
で
あ
る
。
一
は
61-

１
『
三
種
悉
地
記
至
極

』
一
冊
、
そ
の
識
語
は

　
　

仁
治
元
年
十
二
月
廿
三
日
、
於
法
雲
房
、
以
御
書
写
本
書
了
、
成
源

と
あ
り
、
更
に
「
真
御
皮
子
」
と
傍
書
す
る
。
こ
れ
は
、
本
文
中
に
慈
円
識
語
を
含

み
（「
承
元
三
年
己巳

初
冬
第
十
之
候
、
乍
懐
其
恐
記
之
訖
、
金
剛
佛
子
〃
〃
」）
承
元

三
年
（
一
二
〇
九
）
十
月
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
三
種
悉
地
法
に

つ
い
て
は
、
も
う
一
点
、
こ
れ
が
同
年
十
二
月
に
後
鳥
羽
院
の
御
所
で
秘
法
と
し
て

実
修
さ
れ
た
際
の
記
録
と
し
て
、
や
は
り
慈
円
が
自
ら
記
し
た
聖
教
と
し
て
30-

13

『
三
種
悉
地
摩
訶

至
極
』
一
冊
が
あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
成
源
が
「
真
御
皮
子
」
か
ら
書

写
し
た
本
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
識
語
を
有
す
。

　
　

仁
治
二
―
正
月
四
日
、
以
飯
室
御
房
御
書
写
本�
於
法
雲
房
書
写
了

　

こ
の
本
に
は
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
四
月
に
某
が
書
写
し
た
旨
の
本
奥
書
が
あ

り
、そ
れ
は
慈
円
の
在
世
時
に
遡
る
が
、成
源
識
語
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
が
良
快
の「
御

書
写
本
」
の
識
語
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
点
の
、
共
に
慈
円
が
承
元
三
年
冬
に
三
種
悉
地
法
に
つ
い
て
思
案
を
廻
ら

し
、
更
に
院
の
許
で
実
修
し
た
記
録
に
至
る
一
連
一
具
の
聖
教
は
、「
真
御
皮
子
」

に
含
ま
れ
て
い
た
、
慈
円
著
作
「
御
抄
」
聖
教
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
。

　

吉
水
蔵
に
は
更
に
、
73-

４
『
賀
陽
院
殿
秘
法
日
記
』
一
冊
（「
元
亨
二
年
九
月
一

日
、
以
竹
園
蔵
本
今
書
写
了
」
の
書
写
奥
書
を
記
す
）
が
伝
わ
り
、
こ
の
承
元
三
年

十
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
三
種
悉
地
法
の
修
法
記
録
で
、
伴
僧
と
し
て
重
要
な
役

割
を
勤
め
た
弟
子
慈
賢
に
よ
る
日
記
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
三
種
悉
地
法
」

は
、
慈
円
の
密
教
修
法
の
実
践
に
伴
い
、
彼
の
院
護
持
僧
と
し
て
の
活
動
に
伴
う
思

惟
と
経
軌
に
も
と
づ
く
教
義
解
釈
が
問
答
や
談
義
を
含
め
て
克
明
に
記
さ
れ
、
そ
の

上
で
院
の
要
請
に
応
え
て
自
ら
進
ん
で
提
案
し
実
修
を
試
み
、
そ
の
過
程
を
弟
子
の

日
記
ま
で
併
せ
て
詳
細
に
記
録
す
る
、
慈
円
の
密
教
僧
と
し
て
の
真
面
目
が
多
元
か

つ
立
体
的
に
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
慈
円
著
作
聖
教
の
典
型
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
既
に
紹
介
さ
れ
た
上
述
の
四
点
の
慈
円
聖
教
と
同
時
期
、
西
山

往
生
院
に
隠
棲
し
つ
つ
院
の
求
め
に
応
じ
て
出
仕
し
て
い
た
承
元
三
年
の
秋
（
同
時

に『
厭
離
欣
求
百
首
』を
詠
み
、こ
れ
に
伴
う
仮
名
歌
論
を
草
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。）

と
い
う
、
最
も
多
く
の
結
実
を
見
た
時
期
の
、
お
そ
ら
く
頂
点
を
成
す
重
要
な
聖
教

著
作
で
あ
っ
た
。

　

吉
水
蔵
聖
教
中
に
は
、
こ
の
『
賀
陽
院
殿
秘
法
日
記
』
の
如
く
、
慈
円
に
よ
る
御

修
法
の
日
記
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
助
修
や
伴
僧
と
し
て
勤
仕
し

た
門
弟
に
よ
る
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
主
体
は
あ
く
ま
で
慈
円
で
あ
り
、
時
に
は

72-

14『
法
花
法
日
記
』一
巻
の
よ
う
に
慈
円
の
動
静
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
分
も
あ
る
。

そ
の
本
文
中
に
は
、
次
の
如
く
記
さ
れ
る
。

　
　

�

□
□
二
年
五
月
十
四
日
、
粗
記
之
。（
中
略
）
只
今
記
之
間
十
五
日

午　

刻
、
法
勝
寺
九

重
塔
為
雷
火
俄
以
炎
上
、
京
中
騒
動
、
為
法
頗
以
不
吉
欤
、
周
章
之
間
、
紙
筆

是
抛
、

　

そ
こ
に
は
、
慈
円
が
最
も
得
意
と
し
頼
む
所
の
法
花
法
を
院
の
為
に
修
し
て
い
た

結
願
日
に
際
し
て
の
椿
事
に
少
な
か
ら
ず
衝
撃
を
受
け
狼
狽
し
た
様
子
が
、
生
々
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
勝
寺
九
重
塔
炎
上
は
、
後
年
、『
愚
管
抄
』
巻
六
に
も

記
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
折
節
、
慈
円
が
法
花
法
を
修
し
、
そ
の
結
願

に
当
た
っ
て
炎
上
が
起
き
た
の
は
、
本
来
院
に
当
た
る
べ
き
重
厄
を
塔
に
転
じ
た
法

験
で
あ
る
と
奏
し
、
院
は
た
だ
ち
に
塔
の
再
建
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
と
い
う
自
讃
の
纏

末
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
慈
円
の
門
弟
に
よ
る
修
法
日
記
の
類
も
、
吉
水
蔵
聖
教

の
重
要
な
史
料
的
側
面
で
あ
る
。

　

後
掲
す
る
一
覧
表
に
よ
り
そ
の
全
体
を
示
し
た
、『
目
録
』
か
ら
検
出
さ
れ
る
慈

円
識
語
は
、
明
ら
か
に
自
身
の
著
作
と
し
て
「
金
剛
佛
子
慈
円
」（「
慈
―
」
な
い
し

「
―
―
」
と
全
く
名
を
略
す
場
合
も
あ
る
）
と
銘
記
す
る
も
の
と
、「
御
判
」
と
す

る
も
の
が
あ
り
、
後
者
は
底
本
と
し
た
慈
円
の
自
筆
御
本
な
ど
に
花
押
が
捺
さ
れ
て

（
11
）

（
12
）

（
一
二
三
九
）

（
13
）

（
14
）

（
承
元
）

（
15
）
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い
た
も
の
だ
ろ
う
。
識
語
の
多
く
は
「
記
之
了
」
や
「
書
之
了
」
と
結
ば
れ
、
併
せ

て
自
ら
記
し
た
こ
と
を
明
言
す
る
、
強
い
著
作
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

門
弟
に
「
御
自
筆
本
」
や
草
案
な
ど
を
賜
与
し
書
写
さ
せ
る
事
例
も
数
多
く
、
伝
授

の
一
環
と
し
て
自
他
の
証
本
等
を
写
さ
し
め
る
分
も
含
め
、
上
述
し
た
修
法
勤
修
の

記
録
と
共
に
、
院
家
に
お
け
る
門
徒
ら
と
の
共
同
制
作
と
し
て
聖
教
著
作
が
営
ま
れ

て
い
た
消
息
が
う
か
び
あ
が
る
。
加
う
る
に
、
こ
の
表
の
如
く
自
ず
か
ら
年
譜
化
で

き
る
ほ
ど
に
識
語
に
年
代
を
明
記
す
る
聖
教
が
多
い
こ
と
は
、
聖
教
形
成
が
青
蓮
院

に
お
け
る
慈
円
の
活
動
に
お
い
て
如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
か
を
よ
く
物
語
る
現
象

で
あ
ろ
う
。

　

聖
教
識
語
が
記
し
づ
け
る
慈
円
の
学
僧
な
い
し
門
流
の
棟
梁
と
し
て
の
履
歴
は
、

時
期
が
明
快
に
区
別
さ
れ
る
。
嘉
応
二
年
か
ら
文
治
四
年
ま
で
は
伝
受
識
語
の
み
の

修
学
時
代
で
あ
り
、
自
ら
著
作
を
始
め
る
の
は
、
建
久
七
年
か
ら
正
治
元
年
に
か
け

て
、
門
弟
と
後
継
者
に
伝
授
す
る
為
の
作
法
を
抄
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
で
あ

る
。
そ
の
後
は
修
法
日
記
を
含
め
て
独
自
の
聖
教
著
作
を
行
う
よ
う
に
な
る
が
、
座

主
在
任
時
な
ど
世
務
の
雑
事
に
忙
殺
さ
れ
る
時
期
に
は
殆
ど
見
え
ず
、
逆
に
建
永
二

年
に
大
懺
法
院
を
建
立
し
て
後
、西
山
草
庵
に
住
し
て
い
た
壮
年
期
の
承
元
年
間
に
、

最
も
活
発
な
聖
教
著
作
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
後
、
建
暦
二
年
と
同
三
年
の
二
度
に
亘
る
座
主
在
任
期
間
を
経
た
建
保
六
年
七

月
に
著
さ
れ
た
69-

７
『
五
智
』
一
冊
は
、
承
元
の
「
三
種
悉
地
」
法
と
通
ず
る
密

教
思
想
の
綜
合
化
の
展
開
と
共
に
、七
夕
に
毎
年
詠
歌
す
る
習
い
や
、別
当
職
に
あ
っ

た
天
王
寺
か
ら
鷹
飛
来
の
瑞
相
を
伝
え
ら
れ
夢
想
を
蒙
る
こ
と
な
ど
、
や
が
て
翌
建

保
七
年
の
正
月
に
『
難
波
百
首
』
を
太
子
の
宝
前
に
捧
げ
る
に
至
る
慈
円
の
心
意
を

伺
う
に
足
る
興
味
深
い
聖
教
で
あ
る
。
こ
の
間
、
次
第
に
後
鳥
羽
院
と
の
疎
隔
を
生

じ
、
承
久
元
年
以
降
は
院
の
祈
祷
を
止
め
、
同
二
年
に
『
愚
管
抄
』
を
著
し
、
そ
し

て
承
久
の
乱
に
際
会
す
る
。
こ
の
間
の
重
要
な
著
作
が
、『
目
録
』
に
は
慈
円
識
語

が
採
ら
れ
な
か
っ
た
、
60-

12
『
本
尊
釈
問
答
』
一
冊
（
元
亨
二
年
「
和
尚
御
自
筆
本
」

を
慈
厳
が
書
写
）
で
あ
る
。

　
『
本
尊
釈
問
答
』
は
、
本
文
中
に
「
承
久
二
年
正
月
六
日
、
於
無
動
寺
大
乗
院
書

之
了
、
金
剛
佛
子
慈
―
」
と
、
明
確
に
己
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
記
し
付
け
る
典
型

的
な
識
語
を
含
む
。
そ
の
全
文
の
翻
刻
と
共
に
、
阿
部
美
香
が
解
説
す
る
よ
う
に
、

本
書
の
冒
頭
と
そ
の
識
語
の
前
に
は
、
こ
の
時
期
の
慈
円
に
よ
る
重
要
な
著
作
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
本
書
は
そ
の
著
作
を
補
完
す
る
為

に
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
既
に
承
久
元
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
真
俗
二
諦
の
理
を
示
す
べ
き
「
道
理
」
と
「
本
尊
釈
」
の
二
巻
が
書
か
れ
た
こ
と

と
、
更
に
こ
れ
に
「
問
答
」
一
帖
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
の
意
義
を
門
徒

ら
に
教
え
、
末
代
に
伝
え
る
為
に
、
一
具
と
す
べ
く
書
か
れ
た
旨
が
、
再
三
に
亘
り

説
か
れ
て
い
る
。
前
半
は
（
裏
書
の
挿
入
部
分
を
含
め
て
）、
お
そ
ら
く
「
道
理
」

の
梗
概
が
記
さ
れ
、
建
保
七
年
正
月
の
実
朝
横
死
に
始
ま
る
世
の
転
変
と
、
そ
の
結

果
、
九
条
道
家
の
息
三
寅
の
関
東
下
向
か
ら
、
祈
願
の
成
就
を
期
し
て
自
ら
「
道
理
」

を
諸
社
に
啓
白
し
感
応
を
得
た
こ
と
な
ど
、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
慈
円
の
活
動
と

共
に
、
総
じ
て
承
久
二
年
秋
に
成
っ
た
『
愚
管
抄
』
の
萌
芽
を
な
す
よ
う
な
記
事
に

満
ち
て
い
る
。
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
『
愚
管
抄
』
と
の
関
係
が
問
わ
れ

て
い
た
「
道
理
一
巻

」（
西
園
寺
公
経
宛
慈
円
書
状
）
が
、
真
諦
の
書
と
し
て
の
「
本

尊
釈
」
一
巻
に
先
立
っ
て
俗
諦
の
理
を
示
す
諸
神
へ
の
啓
白
文
と
し
て
成
立
し
、
こ

れ
に
明
か
さ
れ
る
動
向
を
経
て
『
愚
管
抄
』
成
立
に
至
る
経
緯
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
書
が
よ
く
示
す
よ
う
に
、
慈
円
の
聖
教
著
作
は
、
全
く
世
間
か
ら
隔
絶
し
た
ス
コ

ラ
的
な
議
論
に
自
閉
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
世
俗
と
呼
応
し
、
働
き
か
け
る
対
話

の
所
産
で
あ
る
特
色
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
　『
欠
書
目
録
』
か
ら
復
元
さ
れ
る
慈
円
の
聖
教
体
系

　

慈
円
の
著
作
聖
教
の
、
現
存
す
る
唯
一
無
二
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
あ
る
吉
水
蔵
聖
教

を
い
か
に
解
読
し
つ
つ
位
置
付
け
、
そ
の
本
来
の
体
系
や
形
成
の
歴
史
的
文
脈
を
復

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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元
す
る
か
。「
真
実
二
合
御
皮
子
」
聖
教
の
消
息
や
そ
の
構
成
を
含
め
、
未
だ
明
ら

か
で
な
い
こ
と
は
余
り
に
も
多
い
が
、
吉
水
蔵
に
は
そ
の
片
鱗
を
窺
う
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
資
料
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
30-

24
『
欠
書
目
六
』
一
紙
（
鎌

倉
時
代
写
本
）
で
あ
る
。
次
に
解
読
し
た
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　

欠
書
目
六

　
　

一
結
法
花

内

　
　
　

・
法
花
別
帖
一
　ヽ
慈
快
本

　
　

一
結
秘
経
抄

内

　
　
　

・
秘
経
別
一
　ヽ
御
自
筆

　
　

一
結
大
熾
盛
光

内
（
＊
抹
消
注
記
）

　
　
　
　

秘
々
中
深
秘
私
六

一
ヽ

　
　
　
　

護
摩
四
壇
子
細
私
十

一
ヽ

　
　
　
　

大
熾
盛
光
私
一

ヽ

　
　

一
結
仏
眼

内

　
　
　
　

深
秘
私
記
一
ヽ

　
　

一
結
入
三
摩
地

内

　
　
　

・
道
場
観
一
切
行
法

一
ヽ
慈
快
本

　
　

一
結
内

　
　
　

・
文
殊
八
字
根
本
印
事
一
ヽ
御
自
筆

　
　
　
　

一
字
時
処

一
ヽ

　
　
　
　

金
輪
私

一
ヽ

　
　
　
　

一
字
三
字
明
事
（
＊
抹
消
線
）

　
　
　

・
金
輪
私
記
秘　

慈
快
本

　
　
　
　

□
□
法
事
一
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
潤
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慈
快
本

　
　
　

・
界
外
生
起
一
　ヽ
慈
快
御
本

　
　
　

・
求
聞
極
秘
一
　ヽ
御
自
筆

　
　
　
　

瑜
祇
経
秘
抄

一
ヽ

　
　
　
　

不
空
羂
索
事
一
ヽ

　
　
　
　

許
可
私

　
　
　
　

伝
法
作
法
十
八
道
以
下
一
ヽ

　
　
　

・
五
大
尊
六
観
音
一
　ヽ
御
自
筆

　
　

一
結

　
　
　
　

道
理
復
本
尊
擬
尺

一
ヽ

　
　
　
　

本
尊
尺
問
答　

一
ヽ

　
　
　
　

己
心
啓
白
目
六
一
ヽ

　
　
　
　

祈
願
観
念
一
ヽ

　
　
　

・
御
祈
事
一
ヽ
西
谷
所

　
　
　
　
　
　
　

以
上

　
『
欠
書
目
録
』に
は
、七
結
二
十
五
点
の
書
目
が
列
挙
さ
れ
、そ
の
う
ち
四
点
に「
御

自
筆
」、
ま
た
四
点
に
「
慈
快
（
御
）
本
」
と
注
す
。
こ
れ
が
慈
円
の
聖
教
の
目
録

で
あ
る
こ
と
は
、
最
後
の
一
結
に
「
道
理
複
本
尊
擬
尺

一
」
と
「
本
尊
尺
問
答　

一
」

が
並
ん
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
諒
解
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
か
ら
こ
の
目
録
が
、
慈

円
の
聖
教
等
を
聚
め
た
何
ら
か
の
集
成
の
う
ち
、七
結
分
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た「
欠

書
」
の
分
を
書
き
上
げ
た
覚
書
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
全
体
は
七
結
以

上
か
ら
成
り
、
こ
の
二
十
五
点
以
外
に
、
当
時
現
存
す
る
相
当
の
規
模
を
有
し
た
一

合
（
な
い
し
複
数
合
）
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
欠
を
点
検
し
、
不
足

の
分
の
書
目
を
書
き
上
げ
る
母
目
録
が
完
備
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注

目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
二
十
五
点
の
欠
書
の
内
、『
本
尊
釈
問
答
』
の

ほ
か
、
吉
水
藏
に
現
存
し
確
認
で
き
る
書
目
が
七
点
に
も
上
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
つ

ま
り
、
こ
の
「
欠
書
」
を
含
む
母
体
の
聖
教
は
、
吉
水
蔵
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え

（
録
）

（
19
）

（
舎
利
カ
）

（
カ
）
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ら
れ
る
）。

　

吉
水
蔵
に
現
存
す
る
慈
円
聖
教
の
、「
欠
書
」と
同
定
で
き
る
分
を
、現
存『
目
録
』

に
登
録
さ
れ
る
書
名
に
よ
っ
て
示
し
て
お
こ
う
。

「
法
花
別
帖
」
→
（『
法
花
別
帖

』
69-

13
）

「
秘
々
中
深
秘
私
六

」
→
（『
大
熾
盛
光
口
決

』
72-

10
）

「
大
熾
盛
光
私
一

」
→
（『
大
熾
盛
光
護
摩
壇
通
用
次
第
』
72-

１
）

「
深
秘
私
記
」
→
（『
深
秘
私
記
』
54-

４
）

「�

道
場
観
一
切
行
法

」
→
（『
道
場
観
一
切
行
法

』
89-

３
）

「
求4

聞
極
秘
」
→
（『
薬
師
私
記
未4

聞
極
秘

』
66-

２
）

「
不
空
羂
索
事
」
→
（『
不
空
羂
索
事
』
73-

３
）

　

以
上
の
う
ち
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
『
法
花
別
帖
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
続
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
各
聖
教
に
つ
い
て
の
検
討
は
続
稿
に
譲
る

こ
と
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
七
結
の
う
ち
前
半
に
「
法
花
」「
秘
経
抄
」「
大
熾
盛
光
」

「
仏
眼
」「
入
三
摩
地
」
の
名
目
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
何

れ
も
、
慈
円
の
台
密
思
想
に
も
と
づ
く
枢
要
な
主
題
で
あ
り
、
あ
る
い
は
経
法
で
あ

り
、
本
尊
お
よ
び
修
法
の
名
目
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
一
結
の
名
目
に

付
し
て
類
聚
し
た
主
体
は
、
慈
円
の
密
教
思
想
を
よ
く
理
解
す
る
後
継
者
も
し
く
は

慈
円
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
こ
の
う
ち
「
大
熾
盛
光
」
一
結
の
場
合
、
吉
水
蔵
に
は
、
現
在
複
数

の
箱
に
分
散
す
る
が
、
そ
の
内
題
に
「
私
一
」
か
ら
「
私
九
」
ま
で
通
番
を
付
す
、

慈
円
に
よ
る
一
連
の
大
熾
盛
光
法
の
、
護
摩
次
第
か
ら
作
法
・
口
決
・
種
子
に
至
る

総
合
的
な
聖
教
体
系
が
復
原
で
き
る
。こ
れ
と
同
様
な（
し
か
も
吉
水
蔵
に
無
い「
私

二
」
と
「
私
十
」
ま
で
を
含
ん
で
い
た
）
体
系
の
一
結
が
こ
こ
に
存
在
し
、
そ
れ
は

吉
水
蔵
本
に
よ
れ
ば
造
営
さ
れ
た
大
懺
法
院
に
お
い
て
御
願
の
大
熾
盛
光
法
を
始
修

す
る
建
永
元
年
の
前
後
、
建
仁
か
ら
承
元
に
か
け
て
の
長
期
に
わ
た
っ
て
著
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
復
原
と
分
析
が
、
今
後
、
末
尾
に
掲
げ
る
吉
水
蔵
の

一
覧
に
掲
げ
た
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
周
辺
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
特
に
名
目
を
付
さ
な
い
後
半
の
二
結
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
第
六
は
一
字
金

輪
や
舎
利
法
な
ど
の
秘
法
か
ら
、
如
来
、
秘
経
、
観
音
、
五
大
尊
な
ど
諸
尊
法
と
御

修
法
に
関
わ
る
聖
教
と
、
許
可
、
伝
法
作
法
な
ど
灌
頂
伝
授
に
関
わ
る
、
密
教
の
多

様
な
実
践
的
側
面
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
吉
水
蔵
の
一
覧
に
類
似
し
相
当

す
る
聖
教
が
多
く
存
し
て
お
り
、
今
後
の
精
査
と
解
読
に
よ
っ
て
改
め
て
位
置
付
け

ら
れ
る
著
作
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
後
の
一
結
は
、「
道
理
」「
本
尊
釈
」

と
「
本
尊
釈
問
答
」
の
一
具
を
含
ん
で
い
た
こ
と
（
つ
ま
り
、
こ
の
目
録
に
よ
り
『
本

尊
釈
問
答
』
の
慈
円
識
語
に
言
う
「
二
巻
一
帖
」
が
「
道
理
」
と
「
本
尊
（
擬
）
釈
」

そ
し
て
「
本
尊
釈
問
答
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
に
裏
付
け
ら
れ
る
）
を
は
じ
め
、

他
の
三
点
の
「
欠
書
」
に
つ
い
て
も
興
味
を
惹
か
れ
る
。「
己
心
啓
白
目
六
」
と
「
祈

願
観
念
」
は
、
特
に
晩
年
の
慈
円
が
繰
り
返
し
仏
神
や
太
子
に
啓
し
た
願
文
や
表
白

を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
最
末
の
「
御
祈
事
」
は
、
吉
水
蔵
に
は
伝
わ
ら
な
い

が
、
真
福
寺
大
須
文
庫
に
、
二
世
信
瑜
が
東
大
寺
東
南
院
門
跡
聖
珍
法
親
王
よ
り
伝

え
て
写
し
た
『
御
祈
事
』
一
帖
に
よ
り
、
慈
円
が
正
治
二
年
に
後
鳥
羽
院
に
奉
っ
た
、

山
門
以
下
諸
寺
の
大
法
秘
法
の
目
録
と
仮
名
の
旨
趣
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以

上
、『
欠
書
目
録
』
と
い
う
〝
失
わ
れ
た
書
物
〟
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
逆
説
的
に
慈

円
の
聖
教
著
作
の
全
体
像
へ
接
近
す
る
途
を
、
吉
水
蔵
聖
教
を
通
じ
て
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
、
そ
の
可
能
性
を
提
示
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
『
欠
書
』
を
点
検
し
た
、
そ
の
母
体
と
な
る
蔵ア

ー
カ
イ
ヴ書

に
つ
い
て
推
考
し

た
い
。
そ
の
手
掛
か
り
は
、
書
名
の
注
記
に
慈
円
の
「
御
自
筆
」
本
を
多
く
含
む
こ

と
、
ま
た
同
じ
く
「
慈
快
（
御
）
本
」
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
慈
快
」

の
名
は
、
吉
水
蔵
聖
教
の
中
に
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
青
蓮
院
門
流
に
は
直

接
に
属
し
て
い
な
い
僧
で
あ
っ
た
か
。
た
だ
、
慈
円
の
出
家
時
の
名
を
、
師
覚
快
か

ら
諱
を
受
け
て
道
快
と
言
い
、
ま
た
慈
円
の
譲
を
受
け
て
そ
の
聖
教
を
継
承
し
た
の

は
妙
香
院
良
快
で
あ
る
。
良
快
の
許
に
あ
っ
た
「
真
実
御
皮
子
」
は
飯
室
御
房
に
あ

（
20
）

（
21
）
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り
、
そ
の
聖
教
は
「
慈
鎮
（
和
尚
）
御
筆
本
」
と
良
快
の
「
御
筆
本
」
か
ら
成
り
、

慈
円
の
資
で
あ
る
成
源
は
、
そ
の
許
で
「
真
御
皮
子
」
の
本
を
写
し
伝
え
て
い
た
。

「
慈
快
」
は
良
快
の
初
名
で
あ
り
、「
欠
書
」
の
母
胎
は
、
こ
の
「
真
御
皮
子
」
そ

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

�

（
阿
部
泰
郎
）

註（
１
）　

村
田
正
志
「
青
蓮
院
吉
水
蔵
に
於
け
る
慈
円
史
料
」『
歴
史
地
理
』
八
四
一
、

一
九
五
三
年
。

（
２
）　

赤
松
俊
秀
「
愚
管
抄
に
つ
い
て
」『
ビ
ブ
リ
ア
』
二
、一
九
五
〇
年
（『
鎌
倉
仏
教
の

研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
七
年
）。

（
３
）　

多
賀
宗
隼
「
本
尊
縁
起
」『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
二
五
、一
九
六
六
年
（『
論
集　

中

世
文
化
史
下
僧
侶
篇
』
法
蔵
館
、
一
九
八
五
）。

（
４
）　
『
慈
円
』（
人
物
叢
書
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
。『
校
本　

拾
玉
集
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七
一
年
。『
慈
円
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
。

（
５
）　

天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書
』
密
教
２
、
同
密
教
３
、
春
秋
社
、

一
九
九
〇
年
（
三
崎
良
周
解
題
）。

（
６
）　

赤
松
俊
秀
「
慈
鎮
和
尚
夢
想
記
に
つ
い
て
」『
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
註
（
２
）
前
掲
書
。

（
７
）　

阿
部
泰
郎
「
慈
円
作
『
六
道
釈
』
を
め
ぐ
り
て
―
慈
円
に
お
け
る
宗
教
と
文
学
及

び
歴
史
」『
文
学
（
季
刊
）』
八
一
四
、一
九
九
七
年
（『
中
世
日
本
の
世
界
像
』
第
八

章
「
中
世
的
知
の
統
合
」、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
再
収
）。

（
８
）　

吉
水
蔵
聖
教
調
査
団
編
『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
九
年
。

（
９
）　

多
賀
宗
隼
、
註
（
３
）
前
掲
書
、
三
六
七-

三
七
七
頁
。

（
10
）　

山
本
信
吉
「
青
蓮
院
門
跡
吉
水
聖
教
に
つ
い
て
」（
註
（
８
）
前
掲
書
）
六
七
九
頁
。

（
11
）　
［
別
表
］
62-

７
『
護
摩

双
林
寺

私　
　

』
は
、
建
保
四
年
に
進
経
が
「
妙
香
院
僧
正
御
房
（
良

快
）
本
」
を
写
し
た
本
だ
が
、
書
写
識
語
に
続
い
て
「
此
口
訣
ハ

実
皮
子
中
正
本
有
之
、

先
師
真
筆
也
、
仍
入
加
書
写
本
者
也
、
故
宮
御
判
也
、（
花
押
）
記
」
の
識
語
を
加
え

る
。
も
し
こ
れ
が
慈
円
の
識
語
で
あ
れ
ば
、
実
御
皮
子
本
の
形
成
過
程
の
一
端
を
伝

え
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
80-

２
『
不
動
』（
延
応
二
年
に
「
実
御
皮
子
本
」「
慈
鎮

御
筆
也
」
を
写
し
た
）
に
は
、
寿
永
二
年
に
無
動
寺
証
明
院
に
て
「
抄
之
了
」
の
本

奥
書
が
あ
る
。
当
時
、
慈
円
は
無
動
寺
検
校
で
あ
っ
た
。

（
12
）　

吉
水
蔵
に
は
『
三
種
悉
地
記
至
極

』
が
二
本
（
61-

１
・
56-

10
）
伝
わ
る
。
こ
こ
に

採
る
の
は
仁
治
元
年
の
成
源
写
本
で
あ
る
が
、『
目
録
』（
三
二
七
頁
）
で
は
仮
題
「
最

極
秘
密
事
」
と
す
る
。
こ
れ
は
表
紙
が
欠
損
し
初
丁
の
標
目
の
事
書
の
ひ
と
つ
を
宛

て
た
と
思
し
く
、
本
来
の
題
は
56-

10
鎌
倉
中
期
写
本
に
拠
る
べ
き
だ
ろ
う
。
但
し
、

56-

10
写
本
に
は
書
写
識
語
と
「
真
御
皮
子
」
の
注
記
は
な
い
。

（
13
）　

こ
れ
ら
「
三
種
悉
地
」
法
関
係
慈
円
聖
教
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
『
目
録
』
の

情
報
に
拠
っ
て
で
は
あ
る
が
、
既
に
拙
稿
「
文
学
研
究
と
し
て
の
中
世
宗
教
テ
ク
ス

ト
諸
位
相
の
探
求
」
四
、
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
主
体
と
し
て
の
慈
円
と
そ
の
書
か
れ
た

も
の
（
阿
部
編
『
中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・
聖
教
』（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
２
）
竹

林
舎
、
二
〇
一
〇
年
、
三
〇
頁
）
に
指
摘
し
た
。

（
14
）　

多
賀
、
註
（
４
）
前
掲
『
慈
圓
の
研
究
』
一
八
〇-

一
九
二
頁
。

（
15
）　
「
サ
テ
又
ユ
ヽ
シ
キ
事
ノ
出
キ
タ
リ
ケ
リ
。
承
元
二
年
五
月
十
五
日
、
法
勝
寺
ノ
九

重
塔
ノ
上
ニ
雷
ヲ
チ
テ
火
付
テ
焼
ケ
ニ
ケ
リ
。
ア
サ
マ
シ
キ
コ
ト
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
。

ホ
カ
ヘ
ハ
カ
シ
コ
ク
ウ
ツ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
時
院
ノ
、
御
ツ
ヽ
シ
ミ
ヲ
モ
シ
。
シ
ル
シ
ア

リ
ナ
ン
ト
ヲ
ボ
エ
ン
法
、
マ
イ
リ
テ
ヲ
コ
ナ
ヘ
ト
慈
円
僧
正
ニ
仰
ヲ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、

法
華
経
ヲ
オ
コ
ナ
イ
候
ハ
ン
ト
テ
、
助
衆
二
十
人
グ
シ
テ
、
院
ノ
御
所
ニ
テ
、
七
日

ハ
テ
ヽ
出
タ
リ
ケ
ル
後
、
ホ
ド
ナ
ク
コ
ノ
塔
ノ
ヤ
ケ
ニ
ケ
ル
ヲ
、
僧
正
イ
ミ
ジ
ク
案

ジ
テ
、
御
所
ニ
候
シ
ホ
ド
、
修
中
ニ
焼
タ
ラ
バ
、
イ
カ
ニ
遺
恨
ナ
ラ
マ
シ
。
但
コ
ノ

事
ハ
一
定
、君
ノ
御
ツ
ヽ
シ
ミ
ノ
ア
ル
ベ
カ
リ
ケ
ル
ガ
、コ
レ
ニ
転
ジ
ヌ
ル
ヨ
ト
思
テ
、

ナ
歎
ヲ
ボ
シ
メ
シ
候
ゾ
。
コ
レ
ハ
ヨ
キ
事
ニ
テ
候
。
タ
ヾ
シ
、
ヤ
ガ
テ
イ
ソ
ギ
ツ
ク

ラ
ル
ヽ
御
沙
汰
ノ
候
ベ
キ
也
。
当
時
ヤ
ケ
候
ヌ
ル
ハ
、
御
死
ノ
転
ジ
候
ヌ
ル
ゾ
。
ヤ

ガ
テ
伊
予
ノ
国
ニ
テ
公
経
大
納
言
ツ
ク
レ
ト
テ
、
ホ
ド
ナ
ク
ツ
ク
リ
出
ン
ト
シ
タ
ク

シ
ケ
ル
（
下
略
）」（
赤
松
俊
秀
・
岡
見
正
雄
校
注
『
愚
管
抄
』
二
九
一-

七
頁
、
岩
波

書
店
、
一
九
六
七
年
）。
表
記
は
私
に
改
め
た
。

（
16
）　
『
大
熾
盛
光
口
決

』（
建
永
元
年
十
一
月
九
日
）、『
法
花
法
日
記
』（
承
元
二
年
五
月

十
五
日
）、『
大
熾
盛
光
秘（

種
子
事
）』（
承
元
三
年
二
月
二
十
四
日
）「
西
山
草
庵
書
之
」、
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『
毘
逝
別
』（
承
元
三
年
六
月
）「
西
山
草
庵
書
之
」、『
両
界
初
行

』（
承
元
三
年
九
月
二

日「
賜
御
本
書
写
」）、『
厭
離
欣
求
百
首
』（
承
元
三
年
十
月
十
五
日『
拾
玉
集
』）、『
法

花
別
帖

』（
承
元
三
年
八
月
二
十
九
日
記
、
十
一
月
十
三
日
夢
記
、
承
元
四
年
九
月

二
十
九
日
成
源
記
）、『
薬
師
私
記
（
未
聞
極
秘
）』（

承
元
三
年
十
一
月
、
建
暦
三
年
正
月

二
十
七
日
写
）、『
三
種
悉
地
記
至
極

』（
承
元
三
年
十
二
月
十
日
）、『
三
種
悉
地
（
法
）

摩
訶
至
極

』（
承
元
三
年
十
二
月
十
日
）、『
蘇
悉
地
経
問
答
』（
承
元
四
年
二
月
二
十
四
日
）、

『
秘
経
抄
（
毘
盧
遮
那
別
行
法
経
私
抄
記
）』（
承
元
四
年
二
月
二
十
七
日
）』、『
北
斗

入
三
摩
地
』（
承
元
四
年
五
月
二
十
二
日
）、『
法
花
新
私
記
』（
承
元
四
年
八
月
二
十
日
）、

『
仏
眼
法
』（
承
元
五
年
正
月
下
旬
）

（
17
）　

阿
部
美
香
「
慈
円
撰
述
『
本
尊
釈
問
答
』」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』

二
九
、二
〇
一
九
年
。

（
18
）　

坂
口
太
郎
「『
愚
管
抄
』
成
立
の
歴
史
的
背
景
―
慈
円
『
本
尊
釈
問
答
』
を
素
材
と

し
て
」（
元
木
泰
雄
編
『
日
本
中
世
の
政
治
と
制
度
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）

が
指
摘
す
る
『
本
尊
釈
問
答
』
に
見
ら
れ
る
一
丁
分
の
本
文
挿
入
の
形
態
は
、
袋
綴

冊
子
写
本
の
小
口
を
切
り
開
き
生
じ
た
裏
面
に
本
文
を
追
記
す
る
こ
と
で
生
じ
た
現

象
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
か
ら
生
じ
た
本
文＂

錯
簡＂
は
、
前
述
し
た
『
三
種
悉

地
記
』
に
よ
り
大
規
模
な
形
で
な
さ
れ
、『
蘇
悉
地
経
問
答
』
で
は
ほ
ぼ
全
体
に
亘
っ

て
い
る
。
吉
水
蔵
慈
円
聖
教
写
本
に
お
け
る
こ
の
現
象
は
、
お
そ
ら
く
慈
円
自
身
に

よ
る
テ
ク
ス
ト
生
成
に
お
け
る
「
草
子
」
を
用
い
て
の
記
述
過
程
の
結
果
で
あ
り
、

そ
れ
を
書
写
者
が
忠
実
に
再
現
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

（
19
）　

阿
部
美
香
と
共
に
解
読
。

（
20
）　

吉
水
蔵
聖
教
中
の
慈
円
「
大
熾
盛
光
」
一
結
は
、
お
そ
ら
く
「
私
二
息
災
」
分
を

欠
い
た
以
下
の
八
点
が
現
存
す
る
。

　

72-

１ 

『
大
熾
盛
光
六
種
護
摩
壇
通
用
作
法
』
一
冊 

「
大
熾
盛
光
私
一

」（「
建
仁
三
年
正
月
、
於
鞍
馬
寺
書
之
」
識
語
抄
）

　

72-

７ 

『
大
熾
盛
光
敬
愛

』
一
冊
（
72-

８
『
大
熾
盛
光
私
三

』
と
同
本
） 

「
大
熾
盛
光
敬
愛　

私
三

」（
佛
眼
成
就
檀
・
敬
愛
護
摩
次
第
）

　

72-

６ 

『
大
熾
盛
光
』
一
冊 

「
大
熾
盛
光
増
益　

私
四

」（
日
月
五
星
壇
・
増
益
護
摩
次
第
付
延
命

）

　

70-

17 

『
大
熾
盛
光
降
伏
護
摩
次
第
』
二
冊 

「
大
熾
盛
光
降
伏　

私
五

」（
息
障
明
王
壇
・
降
伏
護
摩
次
第
）

　

72-

12 

『
大
熾
盛
光
口
決

』
一
冊 

「
秘
々
中
深
秘
私
六

」（
本
文
中
に
「
建
永
元
年
十
一
月
一
日
、
大
略
再
治
」
識
語
、

奥
書
に
「
金
剛
佛
子
慈
―
記
之
」
識
語
）

　

72-

11  『
大
熾
盛
光
々
々
々
々
々
秘々

』
一
冊 

「
種
子
事
私
七

」（「
已
上
、
承
元
三
年
二
月
廿
四
日
、
於
西
山
草
庵
書
之
了
」
識
語
）

　

72-

12  『
大
熾
盛
光
護
摩
壇
通
用
作
法
』
一
冊
（
70-

16
『
大
熾
盛
光
私
八

』
と
同
本
） 

「
大
熾
盛
光
私
八

」（「
元
久
三
年
二
月
七
日
、
於
九
条
御
壇
所
、
賜
御
本
書
写
了
、

成
源
」）
識
語
）

　

72-

９ 

『
大
熾
盛
光
支
度
巻
数

』
一
冊 

「
大
熾
盛
光
支
度
巻
数　

私
九

」（
建
仁
四
年
二
月
八
日
、
宇
治
平
等
院
の
記
を
含
む
）

　
　
（
な
お
『
欠
書
目
録
』
に
は
、「
護
摩
四
壇
子
細
私
十

」
を
挙
げ
る
故
、
十
帖
以
上
で
構

成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。）

（
21
）　

伏
見
宮
御
記
録
利
七
三

「
大
法
秘
事
写
」
を
『
大
日
本
史
料
』
第
五
ノ
二
に
収
め
、

ま
た
、
多
賀
宗
隼
編
『
慈
円
全
集
』（
七
条
書
院
、
一
九
四
五
年
）
に
も
収
め
る
が
、

初
丁
欠
、
後
欠
の
不
完
本
で
あ
る
。
完
本
は
、
真
福
寺
大
須
文
庫
（
四
九
合
）『
御
祈

事
』
信
瑜
写
本
一
帖
、
文
永
元
年
隆
瑜
、
康
永
四
年
隆
静
本
奥
書
（「
文
永
元
年
甲子

三

月
十
四
日
、
以
西
郊
権
僧
正
成
源

自
筆
之
御
本
書
写
筆
」）。
本
文
中
の
仮
名
交
り
文
の

慈
円
奉
進
文
に
続
く
成
源
識
語
は
、以
下
の
如
く
で
あ
る
。「
正
治
二
年
七
月
廿
七
日
、

依　

院
仰
せ
、
内
々
令
註
進
之
状
也
。
被
引
先
之
間
、
重
依
被
仰
下
、
建
暦
元
年
五

月
廿
三
日
、
以
光
親
卿
被
進
畢
。
天
王
寺
御
参
籠
之
間
、
賜
草
本
、
檀
紙
十
枚
を
続
テ

、

於
岡
崎
房
清
書
、
直
光
親
卿
之
許
へ
進
畢
。
後
日
為
不
審
、
成
源
記
之
。」

︻
付
記
︼
貴
重
な
吉
水
蔵
聖
教
の
画
像
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
か
つ
紹
介
を
ご
許
可

賜
り
ま
し
た
青
蓮
院
門
跡　

東
伏
見
慈
晃
猊
下
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本

研
究
は
、Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
国
際
展
開
拠
点
形
成
事
業（
先
進
型
Ａ
）Core-to-C

ore

プ
ロ
グ
ラ
ム「
テ

ク
ス
ト
学
に
よ
る
宗
教
文
化
遺
産
普
遍
的
価
値
創
成
学
術
共
同
体
の
構
築
」（
名
古
屋
大

学
・
研
究
代
表
者
：
阿
部
泰
郎
）
に
よ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
（
代
表
：
ジ
ャ

ン
＝
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
）
と
の
国
際
共
同
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
を
含
ん
で
い
る
。
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吉
水
蔵
慈
円
関
係
聖
教
一
覧
　
凡
例

　

本
一
覧
は
、『
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』（
一
九
九
九
年
）
に
拠
り
、
更
に
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
青
蓮
院
吉
水
蔵
撮
影
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
をH

i-C
AT

に

よ
り
閲
覧
し
確
認
を
経
て
、
慈
円
の
著
作
な
い
し
慈
円
の
伝
受
書
写
、
も
し
く
は
慈
円
の

周
辺
で
門
弟
ら
が
書
写
、
記
録
し
た
、
広
義
の
慈
円
関
係
著
作
と
判
断
さ
れ
た
分
に
つ
い

て
抄
出
し
、
年
代
順
に
排
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

一 

、
抄
出
の
範
囲
は
、
当
該
資
料
が
慈
円
に
係
る
こ
と
を
示
す
奥
書
識
語
等
の
記
述
を
中
心

に
、
そ
の
函
号
番
号
・
書
名
・
数
量
（
装
丁
）・
外
題
・
内
題
（
書
名
と
等
し
い
場
合
は

省
く
）
と
そ
の
奥
書
・
識
語
に
つ
い
て
行
っ
た
。
な
お
、
①
慈
円
に
よ
る
と
判
断
さ
れ

る
識
語
は
そ
の
箇
所
や
性
格
等
を
（　

）
で
示
し
た
上
で
そ
の
下
に
「　

」
で
引
用
し
、

②
慈
円
以
外
の
門
弟
・
後
人
に
よ
る
分
は
全
て
（　

）
内
に
収
め
て
そ
の
中
に
「　

」

で
示
し
た
。
以
降
の
書
写
・
伝
領
識
語
は
多
く
省
略
し
た
が
、
＊
に
重
要
な
情
報
を
備

考
と
し
て
注
し
た
。

一 

、
書
名
以
下
、
識
語
の
人
名
等
の
本
文
は
原
則
『
目
録
』
に
拠
る
が
、H

i-C
AT

で
確
認

の
上
、
一
部
、
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
（
例
、「
公4

源
」
→
「
成4

源
」
な
ど
）。（
多
く

「
慈
―
」
と
の
み
示
す
）
慈
円
識
語
の
認
定
を
含
め
、
そ
の
判
断
の
理
由
は
一
々
に
記

し
て
い
な
い
。

一 

、
文
字
表
記
は
、『
目
録
』
と
異
な
り
、
全
て
通
用
字
体
に
改
め
た
が
、
一
律
で
は
な
く
、

「
佛
」「
證
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
改
行
の
指
示
「
／
」
は
、
一
部
を
除
い
て
省

略
し
た
。

一 

、
本
一
覧
に
は
、
本
文
中
の
［
別
表
］
に
示
し
た
「
実
御
皮
子
」
の
「
慈
鎮
御
等
本
」
の

分
は
省
い
た
。
ま
た
、
門
弟
が
慈
円
「
御
本
」
を
賜
っ
て
写
し
た
分
は
含
め
て
あ
る
が
、

門
弟
（
慈
賢
な
ど
）
自
身
の
著
作
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
省
い
た
。

一 

、
一
覧
の
末
尾
に
、
成
立
年
代
（
な
い
し
慈
円
在
世
時
の
書
写
年
代
）
未
詳
の
、
し
か
し

内
容
や
識
語
等
か
ら
慈
円
の
著
作
・
関
係
聖
教
と
推
定
さ
れ
る
分
の
一
覧
を
付
裁
し
た
。

但
し
、
そ
の
内
容
を
読
解
し
た
分
は
猶
そ
の
一
部
に
留
ま
り
、
今
後
の
精
査
検
討
に
委

ね
た
い
。

函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

（
門
葉
記　

所
収
「
伝
受
日
記
」

（
冒
頭
）「
自
嘉
応
二
年
三
月
廿
二
日
、
始
之
」）

27-

20

歓
喜
天

一
帖

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
嘉
応
二
年
閏
四
月
廿
七
日
、
随
中
道
房
受
了
／
道
快
」

＊
長
暦
元
年
写
本
・
延
久
六
年
良
祐
加
点

25-

17

火

供
養
儀
軌

一
帖

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
嘉
応
二
年
六
月
十
四
日
、
随
中
道
房
阿
闍
梨
奉
受
了
／
道
快
」

3-

1

金
剛
頂
経
大
瑜
伽

秘
密
心
地
法
門
義
訣
巻
上

一
巻

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
嘉
応
二
年
七
月
廿
五
日
、
随
中
道
房
阿
闍
梨
、
奉
受
了
／
道
快
」

70-

7

熾
盛
光
儀
軌

一
帖

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
嘉
応
三
年
正
月
廿
七
日
、
随
中
道
房
阿
闍
梨
伝
受
了
／
道
快
」

木
1-

24

鎮
壇

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
御
本
云

　
　
　

／
承
安
元
年
七
月
廿
八
日
、
依
御
命
書
付
之
、
返
々
見
苦
、
不
及
他
見
／
道
快
」
＊
文
永
写
本
。

60-

1

三
部
経
秘
所

一
帖

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
安
二
年
二
月
廿
二
日
、
白
川
御
房
於
護
摩
堂
北
妻
、
中
道
房
阿
闍
梨
御
房
證
本
書
写
了
」
＊
表
紙
尊
純
識
語
「
慈
円
御
本
也
」

（
道
覚
伝
受
識
語
「
奉
随
大
乗
院
大
僧
正
、
伝
受
三
部
経
之
時
所
給
也
／
佛
子
道
覚
親
王
」）

70-

9

熾
盛
光

一
冊

（
仁
平
四
年
全
玄
識
語
後
慈
円
識
語
）「
金
剛
佛
子
慈
円
記
之
本
名

道
快
」

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
已
上
記
、
是
三
昧
阿
闍
梨
御
房
御
作
也
、
以
御
本
、
承
安
四
年
十
二
月
五
日
書
写
訖
／
求
法
佛
子
道
快
」

◎
吉
水
蔵
聖
教
慈
円
関
係
聖
教
一
覧
（
慈
円
識
語
を
有
し
、
年
代
を
記
す
分
）
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函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

門
葉
記　

所
収
「
観
性
法
橋
日
記
」

「
養
和
二
年
二
月
八
日
戌
刻
、
於
白
河
房
甘
露
王
院
西
妻
、
随
中
道
房
阿
闍
梨
許
可
了
」

61-

9

受
法
之
間
雑
日
記

一
冊

（
本
文
冒
頭
）「
寿
永
元
年
壬寅

十
一
月
廿
三
日
庚寅

、
随
桂
林
房
僧
正
金
玄

　
　

伝
受
許
可
事
（
下
略
）」
文
永
十
年
尊
澄
書
写
。

78-

5

延
命
私
記

一
冊

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
已
上
両
度
日
記
、
寿
永
二
年
二
月
廿
六
日
、
以
正
本
書
写
了
／
金
剛
佛
子
慈
―
」

＊
久
安
五
年
全
玄
記
／
建
仁
三
年
三
月
七
日
書
写
識
語

80-

2

不
動

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
寿
永
二
年
十
二
月
六
日
、
於
無
動
寺
證
明
院
抄
之
了
」

76-

9

求
聞
集

三
冊

（
上
冊
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
寿
永
三
年
二
月
六
日
、
於
九
条
新
御
所
書
写
了
、
在
御
判
」

（
本
奥
書
校
合
識
語
「
正
嘉
元
年
十
二
月
四
日
、
於
三
条
房
交
合
了
、
尊
―助
親
王
」）

（
奥
書
書
写
識
語
「
文
永
十
二
年
正
月
八
日
、
於
原
草
庵
書
写
校
合
了
、
此
御
抄
者
、
去
年
冬
申
出
了
、
蒙
古
凶
賊
責
来
之
間
、
為
広
田
社
御

祈
懃
修
間
、
不
能
馳
筆
返
之
了
、
仍
、
次
年
、
重
申
出
書
写
了
、
／
遍
照
金
剛
公
澄
」）

（
下
冊
中
間
慈
円
識
語
）「
御
本
云
、

寿
永
二
年
十
二
月
十
九
日
、
於
無
動
寺
證
明
院
午
尅
許
書
写
之
了
」「
一
本
書
有
恐
殊
書
之
了
、
不
可
出
困（

囱
）外

努
力
々
々
」「
于
時
、
天
下
有
乱
、
山
上
無
静
／
金
剛
佛
子
ヽ
ヽ
」

（
下
冊
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
寿
永
三
年
二
月
六
日
、
於
九
条
新
御
所
書
写
了
、
在
御
判
」「
建
保
五
―
十
一
月
十
日
、
於
吉
水
新
御
所
書
写
之
了
、

交
合
了
、
一
ケ
条
不
書
之
、
已
上
事
記
之
」

（
本
奥
書
書
写
識
語
「
建
長
五
年
三
月
廿
日
書
写
了
、
手
自
校
合
了
、
仏
子
在
御
名

―尊
助

」）

（
奥
書
書
写
識
語
「
文
永
十
二
秊
二
月
八
日
、
於
北
山
嵯
峨
原
御
房
、
書
写
校
合
了
、
／
金
剛
佛
子
公
澄
」）

54-

16

両
部
密
印

二
帖

（
金
界
密
印
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
元
暦
元
年
六
月
廿
八
日
、
於
青
蓮
院
書
写
了
、
金
剛
佛
子
慈
―円
」

（
胎
蔵
密
印
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
元
暦
元
年
七
月
三
日
巳
刻
、
於
青
蓮
院
書
写
之
畢
、
求
法
沙
門
慈
―円
、
校
了
」

＊
正
和
二
年
写

46-

10

胎
金
生
起

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
元
暦
二
年
乙巳

正
月
四
日
、
於
西
山
往
生
院
本
房
、
以
中
道
房
阿
闍
梨
本
書
写
之
訖
、
則
校
合
之
、
阿
闍
梨
被
示
云
、
此

本
尤
秘
蔵
之
本
也
、
只
一
巻
書
也
、
両
部
行
法
大
概
、
不
可
過
之
欤
、
可
秘
蔵
々
云々々

」

＊
覚
超
作
、
長
治
二
年
識
語
、
弘
長
三
年
真
澄
写

73-

1

佛
眼

一
帖

「
元
暦
二
年
乙巳

正
月
六
日
庚寅

、
於
西
山
往
生
院
本
房
、
為
随
身
書
写
之
、
金
剛
佛
子
」

93-

13

禾
夂
抄
（
秘
経
抄
）

一
冊

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
元
―

（
暦
）二

年
正
月
十
日
、
於
南
山
大
乗
院
禾
夂
（
秘
経
）
一
反
披
覧
之
、
但
未
委
細
、
只
梗
概
許
見
之

天
、
少
々
愚
抄

ニ
抄

入
了
、
又
、
此
帖
ニ
モ

聊
書
付
置
事
等
ア
リ

、
委
可
見
事
等
□

、
可
見
之
と

書
付
了
、
在
御
判
」

73-

2

十
一
面
決

一
冊

（
内
題
下
）「
文
治
二
年
後
七
月
廿
二
日
、
於
静
房
決
之
、
同
聴
三
人
、
廿
四
日
聞
了
、
重
書
了
」

（
奥
書
書
写
識
語
「
承
元
三
―
六
月
十
二
日
、
於
吉
水
隔
屋
、
以
師
御
本
書
了
云
々

、
成
源
」）

81-

9

降
三
世
決

一
帖

（
内
題
下
）「
文
治
三
―
正
月
二
日
、
於
静
房
決
之
」

＊
81-

5
〔
降
三
決
〕
奥
書
参
照
。
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81-
6

金
剛
夜
叉
決

一
冊

（
奥
書
慈
円
書
写
識
語
）「
文
治
三
年
六
月
十
四
日
、
臨
衝
黒
馳
筆
書
之
也
、
尊
師
口
決
奉
面
受
了
、
金
剛
佛
子
（
花
押
）」

（
奥
書
追
筆
「
建
永
二
―
二
―
十
六
日
、
於
岡
崎
御
房
、
於
證
本
以
御
本
交
合
之
、
書
入
又
除
之
点
了
、
尊
澄
」）

48-

8

毗
盧
遮
那
別
行
経

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
本
云

文
治
四
年
五
月
四
日
、
於
雙
輪
寺
御
房
、
奉
従
座
主
御
房
奉
受
了
、
所
被
示
云
、
此
経
奉
伝
受
故
御
房

青
蓮
院

座
主
御
房
也
〈
云
々
〉
」

（
本
奥
書
「
師
本
云
、
承
元
二
年
五
月
四
日
、
於
吉
水
御
房
、
奉
従
前
大
僧
正
御
房
奉
受
了
、
金
剛
佛
子
公
円
、
同
聴
之
、
慈
賢
、
祐
真
」）

＊
永
久
四
年
良
祐
本
を
書
写
、
元
永
元
年
に
勝
豪
へ
伝
受
。

〔
胎
蔵
八
字
頓
証
行
法
口
伝
〕

「
文
治
六
年
正
月
廿
四
日
払
暁
、
参
入
西
山
、
同
二
月
、
於
静
房
受
法
事
」

52-

6

金
剛
界
手
記

（
外
題
「
金
灌
頂
式
」）

一
巻

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
建
久
七
年
十
一
月
十
二
日
、
抄
出
之
」

（
本
奥
書
道
覚
識
語
「
先
師
慈
鎮
和
尚
付
属
康
楽
寺
僧
正
（
慈
賢
）、
々
々
入
滅
後
、
所
伝
領
地
、
／
金
剛
佛
子
道
覚
親
王
記
」「
建
長
七
年
正

月
八
日
、
自
青
蓮
院
前
大
僧
正
御
房
、
謹
以
伝
領
之
了
、
／
金
剛
佛
子
道
―玄
記
之
」「
此
手
記
者
、
和
尚
、
慈
賢
僧
正
、
々
々
伝
座
主
宮
、
々
々
々

伝
前
大
僧
正
、
々
々
御
房
賜
道
―
已
畢
、
喜
悦
千
廻
々
々
、
雖
摧
頭
目
髄
脳
、
争
奉
此
恩
徳
乎
」）

62-

4

護
摩

一
帖

（
外
題
）
護
摩
雙

／
護
摩
私

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
御
本
云
／
本
云

建
久
八
年
四
月
廿
八
日
書
写
之
云
々

、
此
私
記
、
故
雙
輪
寺
前
大
僧
正
私
被
書
出
也
、
為
弟
子
僧
達
初
行

也
云
々

、
穴
賢
々
々
、
他
人
不
可
披
見
之
云
々

」

（
本
奥
書
書
写
識
語
「
御
本
云
／
建
保
六
年
三
月
十
五
日
、
賜
御
本
書
写
了
、
佛
子
聖
―
」）

（
奥
書
書
写
識
語
「
嘉
禎
四
年
閏
二
月
十
五
日
、
賜
御
本
書
写
之
、
／
佛
子
公
玄
」）

89-

2

諸
尊
集

一
帖

（
本
奥
書
良
祐
識
語
「
御
本
云
／
元
永
二
年
正
月
廿
九
日
、
於
青
蓮
房
書
了
、
同
―
二
月
四
日
、
梵
字
移
点
了
、
同
十
一
日
校
合
了
、
良
―

（
祐
）」）

（
奥
書
書
写
識
語
「
建
久
九
年
十
一
月
一
日
、
於
吉
水
御
房
、
賜
此
御
草
紙
、
同
十
年
正
月
廿
四
日
、
於
同
隔
屋
書
了
、
／
金
剛
佛
子
恵
奘
」）

60-

3

自
行
次
第

一
帖

（
外
題
）
自
行
次
第
上

（
奥
書
書
写
識
語
「
正
治
元
年
十
二
月
十
四
日
、
於
吉
水
御
房
賜
之
、
仰
云
、
此
私
記
ハ

三
昧
阿
闍
梨
良
―

（
祐
）製

記
也
、
以
此
私
記
可
行
用
也
云

々
」

「
同
月
十
八
日
、
於
客
人
彼
岸
所
書
写
之
、
／
金
剛
佛
子
□
快
記
之
」「
伝
領
安
快
」）

木
箱

3-

35
（
3-

36
）

（
3-

12
）

（
毗
逝
）

七
冊

（
本
奥
書
）「
三
戒
両
界
讃
衆
用
心
如
此
、各
存
知
此
旨
、不
可
違
乱
也
、雖
停
止
外
見
、於
親
近
之
輩
者
、尤
可
書
写
也
、但
、不
可
披
露
之
々
々
々
、

／
金
剛
佛
子
某

記
之
、
正
治
元
年
十
一
月
廿
一
日
、
書
付
了
」

（
良
尋
書
写
識
語
「
正
治
元
年
十
二
月
十
九
日
、
於
吉
水
□
□
□
正
本
書
写
了
、
即
交
之
、
／
金
剛
佛
子
良
尋
」）（
第
七
冊
）

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
正
治
二
年
潤
二
月
記
之
、
凡
、
去
冬
今
春
之
間
、
都
合
八
帖
令
鈔
記
了
、
秘
中
深
秘
密
也
、
努
力
々
々
」

（
慈
円
書
写
識
語
）「
建
暦
元
年
十
二
月
十
一
日
、
於
白
川
房
、
以
御
筆
之
本
書
写
了
、
此
書
雖
故
法
印
御
房
（
良
尋
）
被
書

云
々
、
／
金
剛
佛
子

□慈
円
□
」（
第
一
冊
）

（
慈
円
書
写
識
語
）「　
　
　
　

年
十
二
月
九
日
、
於
白
川　
　
　
　

筆
本
□

（
書
）写

了
、
同
日
交
合
了
、
／
金
剛
佛
子
慈
円
」（
第
二
冊
）

（
良
尋
書
写
識
語
「
正
治
元
年
歳次

十
二
月
四
日
書
写
了
、
即
交
了
、
日
来
両
三
日
之
間
書
写
、
今
日
、
於
吉
水
、
終
功
了
、
以
御
筆
正
本
所
書
付

也
、
是
則
、
近
日
所
被
抄
出
最
要
秘
蔵
御
抄
也
、
／
金
剛
佛
子
良
尋
」）

（
良
尋
書
写
識
語
「
正
治
元
年
十
二
月
八
日
、
於
吉
水
、
以
御
筆
正
本
書
写
了
、
抑
、
此
七
帖
御
抄
、
自
第
一
雑
要
帖
、
次
第
ニ

雖
可
書
取
、
少
々

不
被
治
定
事
等
在
之
、
故
随
給

ニ
如
此
、
不
次
第
書
付
了
、
／
金
剛
佛
子
良
尋
」）（
第
五
冊
）

（
良
尋
書
写
識
語
「
正
治
元
年
十
二
月
十
一
日
、
以
御
筆
正
本
、
於
吉
水
書
写
了
、
即
交
了
、
／
金
剛
佛
子
良
尋
」）（
第
六
冊
）

（
建
暦
元
）

（
房
）�

（
御
）
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函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

木
箱

3-

36

（
毗
逝
）

寛
元
四
年
教
快
・
澄
源
写
本
（
第
二
冊
本
奥
書
）「
御
本
伝云
、
建
暦
二
年
十
一
月
十
八
日
、
於
吉
水
御
所
東
対
、
賜
御
本
、
子
時
許
書
写
了
、
／

金
剛
佛
子（
御
名
）」

61-

2

七
箇
条
秘

一
帖

（
成
円
本
奥
書
「
書
本
本
云
／
正
治
二
年
閏
二
月
十
七
日
、
於
吉
水
御
所
奉
受
之
了
、
即
翌
日
十
八
日
、
以
桂
林
院
大
僧
正
御
自
筆
本
書
写
之
、

奉
受
之
時
、
根
本
三
昧
阿
闍
梨
御
本
引
合
令
交
御
ス

、
仍
少
々
文
字
直
之
、
普
賢
延
命
次
第
相
違
、
仍
如
根
本
之
書
之
、
先
作
降
三
世
、
次
五
秘

密
軌
云

々
、
次
ケ
テ

書
所
也
、
書
本
如
此
、
／
末
学
金
剛
佛
子
成
円
記
之
」）

＊
61-

4
〔
附
法
事
〕
に
慈
円
が
記
す
「
切
留
七
ケ
条
」
に
相
当
す
る
か
。

94-

3

秘
教
文
集

一
帖

（
祐
真
本
奥
書
「
御
本
云
／
建
仁
元
年
八
月
廿
一
日
□
許
、
賜
預
了
、
／
金
剛
佛
子
祐
真
」）

55-

1

許
可

四
帖
内

（
１
）

「
授
許
可
作
法
」

（
慈
賢
本
奥
書
「
建
仁
元
年
九
月
廿
六
日
、
於
白
川
御
房
、
以
御
筆
本
書
写
了
、
即
交
了
、
慈
賢
」）

31-

5

別
行
経

一
帖

（
慈
賢
本
奥
書
書
写
識
語
「
建
仁
二
年
五
月
十
一
日
、
於
白
川
御
房
、
以
桂
林
房
阿
闍
梨
自
筆
本
、
敬
奉
写
畢
、
即
一
交
畢
、
依
書
写
誤
落
字

等
令
入
之
了
、
同
十
三
日
移
点
了
、
／
同
四
月
廿
三
日
、
又
奉
受
之
、
其
後
書
写
之
、
／
金
剛
佛
子
慈
賢
（
後
略
）」）

（
道
覚
伝
領
識
語
「
仁
治
二
年
四
月
十
五
日
、
慈
僧
正
円
寂
之
後
、
伝
領
了
、
／
金
剛
佛
子
道
覚
」）

57-

4

曼
荼
羅
供
作
法

一
帖

（
外
題
）
曼
供
作
法
／
曼
荼
羅
供
私

（
奥
書
祐
真
書
写
識
語
「
建
仁
二
年
臘
月
三
日
、
以
御
筆
本
書
写
了
、
／
金
剛
佛
子
祐
真
」「
一
交
了
」）（
伝
領
識
語
「
伝
領
佛
子
道
玄
」）

72-

1

大
熾
盛
光
六
種
護
摩
壇
通
用

作
法

一
冊

（
慈
円
本
奥
書
）「
護
摩
壇
通
用
次
第
□
帖
、四
種
護
摩
各
々
次
第
并
秘
々
中
深
秘
鈔
等
、建
仁
三
年
正
月
、於
鞍
馬
寺
室
書
之
、□
努
力
々
々
々
々

器
量
之
外
人
不
可
［
□
□
□
］
可
触
耳
、
不
可
当
眼
、
□
意
、
只
任
本
尊
之
知
見
［
□
□
］、
冥
衆
之
許
可
也
、
慈

愼

」

73-

11

仏
眼
法
日
記

一
冊

（
冒
頭
）「
建
仁
三
年
十
月
十
九
日
、
於
宇
県
小
川
御
所
、
為
院
御
祈
、
被
修
佛
眼
法
」

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
御
本
云
、
建
仁
四
年
正
月
四
日
、
於
宇
治
小
川
御
所
、
聊
記
之
、
慈
賢
注
之
」）

木
箱

3-

31

別
上

一
帖

（
巻
末
夢
想
記
識
語
）「
建
仁
三
年
六
月
二
十
二
日
暁
夢
云
、（
中
略
）
…
…
秘
教
之
宗
義
、
以
此
夢
想
所
開
悟
、
仍
此
後
之
覚
知
故
、
記
之
了
、

前
大
僧
正
慈
―
謹
記
也
」

（
本
文
末
尾
慈
円
識
語
）
…
…
粗
伝
聞
之
、
記
文
云
、
見
證
云
、
今
夢
想
云
、
三
ケ
事
共
以
符
合
訖
、
珍
重
不
思
議
、
言
語
道
断
、
仍
故
記
置

此
葉
子
者
也
、
／
同
四
年
正
月
一
日
、
於
宇
治
小
川
房
記
之
了
」�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
３
』
翻
刻
所
収

87-

3

地
火
羅
水
等

一
帖

（
外
題
）
地
火
羅
水
等
日
天�

大
自
在　
（
内
題
）
十
二
天
各
別
事
／
和
尚
被
仰
云

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
元
久
元
年
七
月
廿
七
日
、
於
吉
水
御
房
粗
記
之
、
雖
非
当
用
、
是
為
守
師
説
所
書
置
也
、
此
外
又
、
多
同
別
行
、
弁
才
天
、

摩
利
支
天
等
、
西
山
法
橋
抄
、
可
足
欤
、
明
師
之
口
伝
、
已
得
大
意
、
行
用
始
末
、
何
暗
字
、
諸
天
等
之
行
法
、
以
是
等
趣
、
可
准
知
欤
、
金

口
誠
言
也
、
不
可
為
聊
尓
而
已
、
木
真
言
師
慈
賢
記
之
」）

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
建
治
二
年
五
月
四
日
、
於
岡
崎
房
書
写
校
合
已
了
、
／
金
剛
佛
子
公
澄
」）

83-

10

四
天
王

一
冊

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
元
久
二
年
後
七
月
廿
日
、
為
令
法
久
住
、
聊
記
之
、
和
尚
仰
云
、
地
蔵
房
救

記
、
目
出
物
也
、
以
之
可
為
本
云

々
、
末
肆

慈
賢
記
之
」）
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71-
12

大
熾
盛
光
護
摩
壇
通
用
作
法

一
冊

（
外
題
）
大
熾
盛
光
私
八

／
護
摩
壇
〈
通
用
秘
／
深
秘
〉

（
奥
書
成
源
書
写
識
語
「
元
久
三
年
二
月
七
日
、
於
九
条
御
壇
所
、
賜
御
本
書
写
了
、
／
成
源
」「
交
合
了
」）

83-

2

北
斗
決

一
帖

（
外
題
）
北
斗
決
護
摩
等　

御
面
決
等　
（
内
題
）
北
斗
法

（
表
紙
識
語
「
北
斗
護
調
様
等
被
載
之
、
此
外
重
々
秘
説
在
之
、
不
可
及
他
見
者
也
」）

（
本
文
中
・
末
尾
伝
受
識
語
「
建
永
元
年
六
月
六
日
、
於
岡
崎
御
房
面
受
了
」「
建
永
元
年
六
月
七
日
、
別
紙
給
之
、
究
竟
秘
事
也
」）

72-

12

大
熾
盛
光
口
決

一
冊

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
已
上
秘
事
、
私
記
之
啚
ニ

猶
以
不
載
之
事
、
以
口
決
之
心
記
之
、
不
見
口
決
事
ハ

、
又
属
当
時
行
事
、
加
潤
色
、
為
備
癈

亡
、
具
記
之
、
非
面
受
弟
子
之
外
、
不
可
披
之
、
／
金
剛
薩
埵
能
々
可
守
護
之
給
、
金
剛
佛
子
慈
―
記
之
」

「
此
事
後
日
有
開
悟
之
旨
、
乍
思
記
第
七
帖
畢
」「
建
永
元
秊
十
一
月
一
日
、
大
略
再
治
畢
、
努
力
〳
〵
」
＊
70-

16
同
本

106-

1

事
常
草

一
冊

（
外
題
下
）「
建
永
［　

］　

／
鎮
□
御
筆
記
也
」（
本
文
冒
頭
）「
予
開
悟
此
義
也
、
新
抄
其
心
云
」

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
于
時
、
建
永
元
年
十
二
月
十
五
日
書
之
了
、
一
昨
夜
者
、
十
三
日

ノ
夜
也
、
十
三
日
故
前
大
僧
正
遠
忌
、
仍
向
雙
輪
寺

旧
房

タ
リ

」

79-

4

十
九
布
字

一
通

（
端
裏
書
写
識
語
「
建
永
二
年
二
月
十
一
日
、
以
御
本
書
之
、
尊
澄
」）
＊
本
文
は
種
子
図
の
み
。

81-

8

軍
荼
利

一
冊

（
奥
書
尊
澄
加
点
校
合
識
語
「
建
永
二
年
二
月
十
六
日
、
於
岡
崎
御
房
、
以
御
本
交
合
之
処
、
相
違
有
之
処
、
点
等
移
之
、
交
合
了
」）

＊
81-

6
〔
金
剛
夜
叉
決
〕、
81-

7
〔
大
威
徳
〕
に
同
日
の
共
通
す
る
尊
澄
識
語
。

81-

11

五
尊
合
行
法

一
巻

（
奥
書
書
写
識
語
「
承
元
二
年
四
月
□
、
於
岡
崎
御
房
、
賜
御
本
□
燈
本
書
写
了
、
尊
澄
金
剛
之
」）
＊
81-

6
よ
り
11
ま
で
一
具
の
五
大
尊
法
。

48-

8

毗
盧
遮
那
別
行
経

一
帖

（
公
円
伝
受
識
語
「
師
本
云
、
承
元
二
年
五
月
四
日
、
於
吉
水
御
房
、
奉
従
前
大
僧
正
御
房
奉
受
了
、
／
金
剛
佛
子
公
円
、
同
聴
之
、
慈
賢
、

祐
真
」）
天
福
二
年
尊
助
伝
受
識
語
。

72-

14

法
花
法
日
記

一
巻

（
奥
書
識
語
「
□

（
承
元
）

□
二
年
五
月
十
五
日
、
粗
記
之
」「
只
今
記
之
間
十
五
日

午　

刻
、
法
勝
寺
九
重
塔
為
雷
火
俄
以
炎
上
、
京
中
騒
動
、
為
法
頗
以
不
吉
欤
、

周
章
之
間
、
紙
筆
是
抛
」）

72-

11

大
熾
盛
光
々
々
々
々
々
秘々

（
外
題
）
種
子
事
私
七

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
已
上
、
承
元
三
年
二
月
廿
四
日
、
於
西
山
草
庵
書
之
了
」

木
箱

3-

31

（
毗
逝
）
別
上

一
帖

（
慈
円
識
語
）「
承
元
三
年
己巳

六
月
、
於
西
山
草
庵
書
之
了
、
本
所
記
之
本
、
甚
以
狼
藉
也
、
大
略
如
反
古
、
仍
、
聊
以
書
改
之
也
、
永
納
函
底
、

勿
令
外
人
披
見
之
、
何
况
書
写
哉
、
不
可
伝
此
双
紙
於
二
人
、
付
法
之
人
一
両
、
可
許
披
見
欤
」�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
３
』
翻
刻
所
収

木
箱

3-

32

（
毗
逝
）
別
下

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
已
上
四
箇
大
事
、
依
悲
断
種
、
経　

奏
聞
、
少
々
授
弟
子
了
、
然
而
、
如
存
知
得
其
心
之
人
如
何
、
於
此
上
下
両
帖
者
、

多
不
可
令
人
書
写
也
、
只
必
一
人
可
為
付
法
、
門
徒
深
存
此
意
、
不
可
聊
尓
、
／
金
剛
佛
子
前
大
僧
正
天
台
座
主
法
務
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位

慈
―
記
」�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
３
』
翻
刻
所
収

47-

2

両
界
初
行

一
帖

（
本
文
中
書
写
識
語
「
承
元
三
年
九
月
二
日
、
賜
御
本
書
写
了
、
本
是
雙
林
寺
御
房
御
筆
也
云

々
」）

＊
慈
賢
『
四
帖
秘
決
』
に
同
題
「
御
本
」
を
含
む
。

56-

10

三
種
悉
地
記
至
極

一
冊

（
本
文
中
慈
円
識
語
）「
承
元
三
年
己巳

初
冬
第
十
之
候
、
乍
懐
其
恐
記
之
、
／
金
剛
佛
子
ヽ
ヽ
」
＊
61-

1
仁
治
元
年
成
源
写
本
は
同
本
。

〝
〝
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函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

66-
2

薬
師
私
記

一
帖

（
外
題
）
薬
師
記
私

／
未
聞
極
秘

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
元
三
年
十
一
月　

日
記
之
、
以
祐
真
闍
梨
為
手
代
、
修
上
皇
御
祈
之
間
、
為
令
彼
人
悟
此
心
、
記
而
与
訖
、
／
金
剛

佛
子
慈
―
記
」（
奥
書
全
宗
書
写
識
語
「
建
暦
三
年
正
月
廿
七
日
、
賜
御
本
、
廿
九
日
書
写
訖
、
全
宗
」）
＊
66-

3
・
４
も
同
本
の
写
本
。

69-

13

法
花
別
帖

一
冊

（
本
文
中
慈
円
識
語
）「
…
…
如
此
事
、
争
雖
末
代
不
信
哉
、
尤
感
悦
々
々
、
承
元
三
年
八
月
二
十
九
日
記
之
」

「
…
…
承
元
三
年
十
一
月
十
三
日
夜
夢
云
（
夢
記
略
）」�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
３
』
翻
刻
所
収

30-

13

三
種
悉
地

一
冊

（
外
題
）
三
種
悉
地
摩
訶

至
極　
（
内
題
）
三
種
悉
地
法

（
冒
頭
）「
承
元
三
年
十
二
月
、
賀
陽
院
御
所
被
立
直
之
後
、
重
可
修
鎮
法
之
由
、
殊
蒙
仰
之
間
、
安
鎮
先
訖
、
築
垣
等
如
本
、
不
能
重
修
之
、

仍
以
今
法
修
之
也
」

（
本
奥
書
書
写
識
語
「
本
云

／
元
仁
二
―
四
―
十
日
、
書
写
了
、
一
交
了
云

々
」）

（
奥
書
成
源
書
写
識
語
「
仁
治
二
―
正
月
四
日
、
以
飯
室
御
房
御
書
写
本
、
於
法
雲
房
書
写
了
、
一
交
了
、
成
源
／
真
御
皮
子
」）

73-

14

賀
陽
院
殿
秘
法
日
記

一
冊

（
内
題
）「
承
元
三
年
十
二
月
十
四
日
、
於
賀
陽
院
殿
被
修
大
法
日
記
」（
慈
賢
記
））

31-

2

普
賢
延
命
日
記

一
帖

（
外
題
）
熾
盛
光
堂
大
乗
院

／
普
賢
延
命
日
記
承
元
四
秊　

正
月
廿
二
日

（
冒
頭
）「
承
元
四
秊
正
月
廿
二
日
、
於
吉
水
御
本
房
、
熾
盛
光
堂
被
修
普
賢
延
命
□

（
法
）一

院
御

祈
也

」

（
本
奥
書
慈
胤
識
語
「
建
保
四
年
九
月
廿
三
日
辰
一
点
書
写
了
、
卿
師
為
助
修
、
親
所
見
聞
被
記
註
者
也
（
以
下
略
）」）
宝
治
二
年
澄
宴
写
本
。

50-

10

毗
盧
遮
那
別
行
経

一
帖

（
成
円
伝
受
識
語
「
承
元
四
年
二
月
十
九
日
、
重
伝
受
西
山
僧
正
（
慈
円
）
御
房
了
」）

＊
治
承
五
年
快
成
写
、
同
年
慈
円
伝
受
識
語
。「
治
承
五
年
二
月
廿
五
日
奉
受
了
、
同
日
立
印
了
」

58-

5

蘇
悉
地
経
問
答

一
冊

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
元
四
年
二
月
廿
四
日
記
之
、
求
学
小
僧
慈
―円
記
、
如
此
口
決
、
皆
一
向
仮
名
書
ニ

如
常
仮
言
書
之
、
若
見
之
人
、
勿

令
嘲
哢
、
是
、
一
向
為
心
得
易
也
」�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
２
』
翻
刻
所
収

94-

1

秘
経
抄

一
帖

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
覚
大
師
門
人
末
学
沙
門
金
剛
佛
子
慈
―円
」

「
題
等
之
趣
、
為
学
者
談
義
、
尤
以
大
切
、
仍
書
之
」

「
承
元
四
年
二
月
廿
七
日
夜
、
於
燈
下
書
今
之
愚
案
了
、
属
寝
訖
、
此
夜
夢
云
、
上
皇
与
佛
子
、
互
成
夫
妻
之
儀
、
其
竉
頗
過
分
之
趣
也
、
夢

之
中
、
今
経

ノ
抄
記
、
若
叶
正
意
欤
、
夢
之
間
、
巨
細
不
能
委
記
、
併
皆
、
成
就
之
相
也
、
一
々
事
、
云
心
地
呪
、
云
三
種
悉
地
真
言
、
普
符
合

之
由
、
覚
悟
而
驚
了
。
欣
感
銘
肝
欤
、
仍
、
聊
以
記
之
」

（
成
源
書
写
識
語
「
以
上
裏
書
、
同
廿
五
日
書
了
、
同
交
合
了
、
成
源
」）
寛
元
四
年
成
源
識
語�

＊
『
続
天
台
宗
全
書　

密
教
３
』
翻
刻
所
収

85-

6

北
斗
等
入
三
摩
地

二
冊

（
外
題
）
秘
／
北
斗
等
入
三
摩
地
私
（
私
ニ
）

（
本
奥
書
成
源
書
写
識
語
「
御
本
云

／
承
元
四
年
五
月
廿
二
日
、
以
西
之
御
所
御
本
、
於
吉
水
隔
屋
書
写
了
、
交
合
了
、
成
―
」）

69-

9

法
花
私
新
記

一
冊

（
外
題
）
法
花
私
新
記
初
心
行
者
秘
本
也

（
内
題
）
法
花
私　

初
行

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
元
四
年
八
月
廿
日
草
之
、
未
入
壇
初
行
人
、
為
令
修
之
也
、
于
時
、
聖
増
阿
ゝ

（
闍
梨
）ゝ授

与
之
了
、
／
金
剛
佛
子
慈
―
記
」

69-

13

法
花
別
帖

（
＊
前
掲
）

一
冊

（
本
奥
書
成
源
書
写
識
語
「
承
元
四
年
九
月
二
十
九
日
、
於
西
山
御
所
、
法
花
三
帖
給
了
、
即
出
裏
了
、
同
十
月
十
四
日
、
於
岡
崎
房
書
写
了
、

自
去
四
日
、
天
変
御
祈
熾
盛
光
法
伴
僧
勤
仕
之
間
、
連
々
怱
々
書
写
遅
々
也
、
求
法
佛
子
成
源
」）
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74-
9

佛
眼
法

一
巻

（
本
文
中
慈
賢
識
語
「
承
元
五
年
正
月
下
旬
比
、
聊
記
之
、
依
事
次
也
、
慈
賢
注
也
」）

108-

11

十
禅
師
講
式

一
巻

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
建
暦
元
年
九
月
廿
日
、
治
定
遂
記
、
未
再
治
之
時
、
以
清
範
令
書
之
、
其
後
、
以
成
源
律
師
、
取
捨
添
削
事
、
令
書
入

之
、
／
同
十
月
十
二
日
、
一
向
為
自
行
書
改
表
白
、
悉
治
定
了
、
／
金
剛
佛
子
ヽ
ヽ
記
」
＊
正
和
二
年
慈
道
、
寛
正
六
年
康
玄
、
永
正
十
五
年

公
禅
書
写
。

木
箱

2-

19

金
私

一
冊

（
本
奥
書
慈
賢
慈
円
問
答
記
）「
建
暦
元
年
十
一
月
十
六
日
、
於
天
王
寺
奉
問
、
結
縁
灌
頂
之
時
、
道
俗
加
持
ニ
ハ

用
何
作
法
ヲ

乎
（
下
略
）」

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
建
仁
二
年
三
月
二
日
、
於
白
川
御
房
、
私
為
用
意
記
之
、
皆
是
師
々
相
承
秘
説
也
、（
中
略
）
真
如
金
剛
慈
賢
」）

66-

5

七
佛
薬
師
日
記

三
帖
之

内（
１
）

（
外
題
）
三
条
坊
門
殿
大
乗
院

／
七
佛
薬
師
日
記
建
暦
二
年

六
月
廿
日

（
本
奥
書
宗
宴
識
語
「
建
暦
二
年
六
月
廿
九
日
、
金
剛
佛
子
宗
宴
」）
＊
寛
元
四
年
澄
宴
書
写
。

木
箱

1-

8
（
３
）

地
神
供
日
記
西
山

一
通

（
外
題
）
慈
賢
御
筆

／
地
神
供
日
記
西
山　

（
内
題
）「
建
暦
三
年
二
月
十
二
日
閑
院
殿
安
鎮
法
日
記
」

73-

6

尊
勝
法
日
記

一
巻

（
外
題
）
賀
陽
院
／
尊
勝
法
日
記
建
暦
三
年　

（
内
題
）「
建
暦
三
年
十
二
月
一
日
、
高
陽
院
殿
被
修
尊
勝
法
日
記
」

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
建
保
二
年
正
月
廿
九
日
、
粗
記
之
、
慈
賢
」）
＊
延
慶
二
年
慈
源
書
写
。

69-

5

法
花
法
日
記

一
帖

（
外
題
）
法
花
法
日
記
中
堂

（
冒
頭
）「
建
保
二
年
正
月
十
六
日
、
於
根
本
中
堂
、
被
修
法
花
法
一
院
御
祈
也

」

69-

4

法
花
法
行
法
抄

一
帖

（
外
題
）
法
花
法
行
法
抄
也

（
奥
書
書
写
識
語
「
建
保
二
年
正
月
廿
七
日
、
賜
御
本
書
之
了
、

」）

史
料
編
纂
所
蔵
〔
慈
恵
大
師
講
式
〕

一
巻

（
奥
書
慈
円
識
語
）「
慈
円
、
忍
不
見
昔
之
心
、
超
猒
見
今
之
思
、
仍
述
大
師
讃
嘆
之
詞
、
顕
弟
子
懐
意
之
志
也
、
建
保
二
年
七
月
、
以
成
源
律

師
令
上
書
也
、
去
年
草
也
」
＊
識
語
慈
円
自
筆
。

86-

7

水
天
供
日
記

一
通

（
外
題
）
水
天
供
日
記
卅
壇

建
保
三
―
六
月
九
日

（
奥
書
慈
賢
識
語
「
持
誦
不
同
説
、
大
旨
如
此
欤
、
又
可
有
広
略
、
為
後
粗
記
之
、
／
慈
賢
法
之
」）
＊
慈
賢
筆
。

61-

10

慈
鎮
和
尚
御
相
承
目
録

一
巻

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
建
保
四
年
五
月
六
日
、
於
康
楽
寺
草
庵
、
以
和
尚
御
本
書
写
之
」

「
此
目
六
者
、
我
大
師
和
尚
御
伝
受
之
録
也
、
慈
賢
法
師
、
奉
伝
受
本
書
事
、
不
輙
之
間
、
略
六
之
内
、
所
奉
読
伝
之
書
、
纔
以
半
分
也
、
其

之
内
、
奉
受
内
題
許
書
、
多
之
、
何
况
、
尽
了
究
巻
事
、
甚
以
為
難
、
仍
、
為
弟
子
伝
之
事
、
可
黙
止
者
哉
、
依
之
、
和
尚
、
被
仰
了
、
自
今

以
後
、
以
我
伝
受
録
一

ヲ
付
汝
一

ニ
、
以
之
為
伝
受
、
任
心
授
之
披
之
云
々

、
仍
為
備
亀
鏡
、
敬
以
奉
写
之
、
／
南
无
金
剛
薩
埵
、
助
成
印
可
給
ヘ

」）

（
本
奥
書
道
玄
識
語
「
御
本
云

／
文
永
三
年
六
月
中
旬
、
於
無
動
寺
松
林
房
、
以
故
康
楽
寺
座
主
（
慈
賢
）
自
筆
之
本
、
書
写
之
、
彼
本
雖
令
伝
領
、

為
加
随
身
私
抄
、
別
所
写
也
、
／
金
剛
佛
子
道
―
」）
＊
文
和
四
年
厳
靖
書
写
。

67-

1

薬
師

一
冊

（
本
文
冒
頭
朱
注
）「
薬
師
行
法
表
白
之
可
如
此
ト
テ

書
行
也
」

（
本
文
中
朱
注
）「
以
下
皆
御
筆
也
、
但
、
大
タ
ラ
ニ
ハ
祐
真
手
跡
也
」

（
本
奥
書
識
語
「
建
保
四
年
十
月
十
五
日
、
従
前
大
僧
正
始
伝
法
、
先
是
、
去
九
月
二
日
、
奉
受
十
八
契
印
、
同
廿
四
日
始
初
行
行
法
三
時

畢
、

自
六
月
廿
七
日
加
行
ヲ

始
也
、
次
第
如
此
、
可
記
置
之
由
、
師
被
示
、
仍
記
之
」「
此
日
記
ハ

伝
受
之
日
記
、
如
此
可
記
と
て
書
行
也
、
／
佛
子
道

覚
」）

（
奥
書
書
写
識
語
「
建
長
四
年
九
月
七
日
賜
之
、
同
九
日
書
写
了
、
佛
子
尊
助
」）

（
異
筆
識
語
「
此
則
、
慈
鎮
和
尚
等
筆
也
、
故
宮
御
記
有
之
」）
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函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

86-
6

地
天
供

一
帖

（
内
題
）「
地
天
供
私

」

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
建
保
四
年
十
一
月
十
六
日
、
如
形
記
之
、
来
十
九
日
、
新
御
所
宮
御
移
徙
之
時
、
以
祐
真
阿
闍
梨
為
令
修
之
也
」「
于
時
、

以
御
筆
草
本
写
之
、
／
慈
賢
法
師
」）

89-

2

諸
尊
集

一
帖

（
円
憲
伝
領
識
語
「
建
保
五
年
五
月
廿
一
日
、
於
吉
水
御
所
伝
之
給
了
、
先
、
可
許
給
此
帖
之
由
、
内
々
申
入
、
即
以
慈
賢
僧
都
被
申　

宮
御
方
、

尤
可
然
由
、
御
返
事
之
後
、
重
和
尚
仰
云
、
件
本
、
求
佛
上
人
所
書
写
也
、
速
召
彼
本
、
可
給
之
云
々

、
仍
、
廿
日
給
御
教
書
、
同
廿
一
日
、
所

伝
之
也
、
／
金
剛
佛
子
権
律
師
法
橋
上
人
位
円
憲
」）

（
道
覚
識
語
「
寛
喜
二
年
八
月
九
日
、
円
憲
僧
都
頓
滅
畢
、
其
後
、
覚
位
上
人
返
取
此
本
、
所
令
進
也
、
恵
奘
ト
ハ

彼
聖
人
之
本
名
也
、
／
西
山

隠
士
道
覚
記
之
」）

84-

4

如
法
北
斗
法

一
冊

（
内
題
）
自
建
保
六
年
五
月
十
五
日
、
於
水
無
瀬
殿
被
始
修
如
法
北
斗
御
修
法
日
記

（
本
奥
書
成
源
識
語
「
随
思
出
、
大
旨
記
之
、
成
源
」「
此
記
ニ

開
白
結
願
、
惣
礼
并
御
加
持
五
大
願
等
事
、
後
日
見
之
、
所
令
記
定
有
之
欤
、

記
落
候
欤
」）

69-

7

五
智

一
冊

（
本
文
中
慈
円
識
語
）「
建
保
六
年
七
月
七
日
八
日
両
日
之
間
、
書
之
訖
、
同
五
日
朝
、
聊
有
発
心
之
旨
、
而
六
日
巳
時
許
、
自
天
王
寺
告
送
云
、

四
日
辰
時
、
御
塔
上
第
三
層
五
層
等
ニ

鷹
飛
来
之
後
、
或
巽
方
、
或
東
方
去
云
々

（
下
略
）」

（
本
奥
書
「 　

嘉
禄
元
年
卯
月
廿
四
日
午
尅
許
、
書
写
之
了
、
一
交
了
云

々
」）

（
成
源
書
写
識
語
「
延
応
二
年
五
月
四
日
、
以
飯
室
御
書
写
本
書
写
了
、
楚
忽
馳
筆
、
閑
可
書
改
也
、
成
源
」）

54-

4

深
秘
私
記

一
冊

（
本
奥
書
）「
已
上
、
後
日
書
之
、
建
保
六
年
十
二
月
」

62-

2

護
摩
儀
軌

一
帖

（
尾
題
）
金
剛
頂
瑜
伽
護
摩
儀
軌

（
奥
書
書
写
識
語
「
建
保
七
年
二
月
十
八
日
、
於
高
陽
院
西
対
五
壇
法　

第
十
三
日
、
以
無
動
寺
検
校
法
印
御
本
雙
林
寺
座
主

百
光
蔵
本
也
奉
写
了
、
願
以
書
功
力
、
自
他
生
極

楽
而
已
」「
翌
日
校
点
了
」）

86-

9

水
観
草

一
帖

（
外
題
）
水
観
草
可
有
再
治

清
書
之
本

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
建
保
七
年
後
二
月
六
日
書
之
、
／
金
剛
佛
子
慈
―
記
」

（
奥
書
書
写
識
語
「
仁
治
元
年
七
月
、
以
飯
室
御
房
御
書
写
本
書
了
、
交
了
、
真
言
私
記
御
書
也
」）

60-

12

本
尊
釈
問
答

一
冊

（
本
文
中
慈
円
識
語
）「
承
久
二
年
正
月
六
日
、
於
無
動
寺
大
乗
院
書
之
了
、
金
剛
佛
子
慈
―
」

（
奥
書
慈
厳
識
語
「
元
亨
二
年
七
月
廿
日
、
以
和
尚
御
自
筆
本
、
跪
書
写
之
訖
、
／
清
浄
金
剛
慈
厳
記
之
」）

〔
愚
管
抄
〕
巻
二

（
慈
円
識
語
）「
承
久
二
年
十
月
之
此
、
記
レ

シ
之
ヲ

了
ル

、
後
見
之
人
、
此
趣
ニ
テ

可
二

キ
書
続
一

ク
也
、
最
略
尤
モ

大
切
欤
、
於
二
別
記
一
者
、
不
能
二

ハ

外
見
一

ス
ル

」

89-

3

道
場
観

一
冊

（
外
題
）
甚
深
至
極
抄
／
道
場
観
一
切
行
法

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
久
四
年
三
月
廿
日
、
書
之
了
、
書
始
之
後
、
経
多
年
了
、
／
金
剛
佛
子
ヽ
ヽ
」

（
成
源
書
写
識
語
「
以
尊
師
御
本
書
写
了
、
／
成
源
」「
寛
元
四
年
後
四
月
十
七
日
、
交
他
本
畢
、
成
源
」）

三
千
院
円
融
蔵
〔
六
道
釈
〕

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
承
久
四
年
三
月
廿
五
日
草
之
了
、
同
四
月
十
一
日
清
書
了
、
執
筆
成
源
僧
都
、
／
願
以
此
功
徳
為
一
仏
土
縁
、
／
金
剛

佛
子
慈
―円
」
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98-
13

授
女
人
行
法

一
帖

（
外
題
）
薬
王
菩
薩
事
／
授
女
人
行
法
先
師
御
作

秘 

本 

也　
（
内
題
）
略
念
誦
次
第

（
慈
円
識
語
）「
承
久
四
年
六
月
廿
二
日
、
給
之
、
持
参
宜
秋
門
女
院
、
奉
授
了
、
山
中
殿
同
聴
、
阿
弥
陀
以
下
要
尊
印
明
、
同
奉
授
了
」

（
道
覚
識
語
「
右
是
、
先
師
御
作
也
、
向
後
以
之
可
授
女
人
欤（
道
覚

花
押
）記
」）

98-

9

御
修
法
条
々
用
心
事

一
冊

（
外
題
）
御
修
法
条
々
用
心
事
私

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
貞
応
元
秊
中
秋
之
比
、
如
形
抄
記
之
了
、
不
可
及
外
見
、
只
為
常
随
同
法
等
也
、
在
御
判
」

（
本
奥
書
公
澄
等
書
写
識
語
「
弘
長
元
年
八
月
廿
二
日
、
一
交
了
」「
建
治
二
年
十
一
月
十
二
日
、
於
原
禅
房
申
出
御
本
書
写
校
合
了
、
／
金
剛

佛
子
公
―
」）
正
和
三
年
良
雅
書
写
。

92-

1

唯
独
帖

一
冊

（
外
題
）
唯
独
帖
深
入

抄
奥
抄
之

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
貞
応
二
年
九
月
廿
九
日
、
抄
之
了
、
御
判
」

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
弘
安
三
年
正
月
十
三
日
、
於
岡
崎
禅
房
、
以
御
自
筆
正
本
、
馳
筆
了
、
宿
因
有
幸
、
忝
拝
此
之
御
抄
、
可
秘
々
々
、

門
流
最
秘
也
、
至
極
甘
要
也
、
／
金
剛
佛
子
公
澄
、
／
同
校
合
了
」）

30-

15

道
場
観

一
冊

（
外
題
）
道
場
観
抄
私

／
麁
荒
物
也

全
可
委
了

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
貞
応
二
―
十
―
廿
三
日
、
於
小
嶋
御
房
抄
之
、
／
御
判
」

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
弘
安
三
年
二
月
七
日
、
於
北
嵯
峨
原
禅
室
、
以
正
本
馳
筆
了
、
校
合
了
、
／
金
剛
佛
子 

□
（
公
澄
）

 

」）

70-

5

仁
王
経
法

一
冊

（
本
奥
書
慈
賢
識
語
「
貞
応
三
年
四
月
十
二
日
、
於
比
叡

日
吉
坂
本
大
和
庄
宿
所
書
之
、
先
年
比
、
粗
伺
師
説
、
検
旧
記
、
抄
之
、
而
之
間
、
近
年
、

国
土
不
静
、
王
法
衰
微
時
、
欲
修
此
法
、
仍
、
有
増
事
ニ

今
重
所
再
治
抄
記
也
、
寛
治
以
後
、
山
門
不
修
此
法
、
猶
今
者
、
一
向
ニ

東
寺
修
之
由
、

王
臣
共
被
存
欤
、
尤
不
便
々
々
、
欲
興
行
之
、
山
王
助
成
給
云
々
、
／
金
剛
慈
賢
記
之
」）

73-

3

不
空
羂
索
事

一
冊

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
嘉
禄
元
年
四
月
廿
四
日
書
写
了
、
在
御
判
」

43-

2

十
二
真
言
王
布
字
事

一
冊

（
表
紙
識
語
）「
尽
理
尽
文
加
料
簡
了
、
抄
之
」

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
本
云

／
嘉
禄
元
年
四
月
廿
四
日
書
写
了
、
在
御
判
、
一
交
了
」（
成
源
書
写
識
語
「
以
御
本
書
写
了
、
／
成
源
」）

69-

7

五
智
（
＊
前
掲
）

（
本
奥
書
書
写
識
語
「
嘉
禄
元
年
卯
月
廿
四
日
午
尅
許
、
書
写
了
」）
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成
立
年
代
未
詳
慈
円
著
作
聖
教

函
号

書
名

数
量

外
題
・
内
題
（
書
名
と
異
な
る
場
合
）・
奥
書
・
識
語

60-

6

本
末
究
竟
深
入
鈔
第
三
・
四

二
冊

第
三
（
外
題
）
本
末
究
竟
深
入
鈔
／
第
三
生
起

（
奥
書
成
源
識
語
「
寛
元
四 

月
（
マ
マ
）

 

五
月
十
一
日
書
改
了
、
即
交
合
了
、
成
源
、
／
同
裏
書
等
悉
交
合
了
」）

第
四
（
外
題
）
本
末
究
竟
深
入
鈔
／
第
四
従
本
修
因

（
奥
書
成
源
識
語
「
寛
元
四
年
五
月
十
五
日
書
改
了
、
即
交
合
了
、
成
源
」）

60-

11

真
言
宗
私

一
帖

（
外
題
）
真
言
宗
私

／
真
言
御
問
答

（
奥
書
慈
源
識
語
「
元
亨
二
年
十
一
月
十
四
日
、
以
和
尚
御
自
筆
本
拜
書
写
之
訖
、
／
秘
密
大
乗
小
学
僧
慈
厳
」）

60-

14

本
末
抄

一
帖

（
包
紙
外
題
）
自
行
本
末
抄
（
内
題
）
□

（
自
）行

抄

（
本
奥
書
慈
円
識
語
）「
為
初
心
行
者
、
抄
之
了
、
但
、
輙
不
可
及
外
見
而
已
／
金
剛
佛
子
（
花
押
）」

75-

7

本
尊
縁
起

一
冊

（
奥
書
・
識
語
無
し
）
＊
多
賀
宗
隼
紹
介
翻
刻
。

91-

10

入
三
摩
地
抄

一
冊

（
外
題
下
）
未
再
治
（
内
題
）
入
三
摩
地
事
可
見
御
抄

（
表
紙
見
返
識
語
）「
入
三
摩
地
事
、
端
ニ

有
前
抄
、
奥
ニ

有
後
抄
、
共
以
未
再
治
也
」

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
弘
安
三
年
二
月
十
七
日
、
於
西
郊
草
庵
、
染
筆
了
、
同
校
合
了
、
／
公
澄
」）

92-

2

肝
要
抄

一
冊

（
外
題
）
肝
要
抄　
　

不
定

四
帖
之
内　

散
了
（
外
題
中
央
）
密
號
集

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
弘
安
三
年
二
月
六
日
、
於
西
郊
書
写
校
合
了
、
／
金
剛
弟
子
公
澄
」）

92-

3

肝
要
抄

一
冊

（
外
題
下
）
四
帖

分
別
（
内
題
）
抄

（
奥
書
公
澄
書
写
識
語
「
弘
安
三
年
二
月
八
日
、
於
北
嵯
峨
房
、
以
正
本
書
写
校
合
了
、
／
金
剛
弟
子
公
澄
」）

97-

3

諸
尊
法
巻
数
支
度
記

一
冊

＊
慈
円
の
修
し
た
御
修
法
等
の
支
度
・
巻
数
集
成




